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概要
Windows Preinstallation Environment (Windows PE、または WinPE) は、プロテクト モードの Windows カーネルを基盤として限定されたサービスを提供する、最小の Win32 サブシステムです。Windows のセットアップ、ネットワーク共有からのオペレーティング システムのインストール、基本プロセスの自動化、およびハードウェアの検証のために必要な最小限の機能が含まれています。  

このドキュメントは暫定版であり、最終的な製品版の発売時に実質的に変更されることがあります。このドキュメントに記載されている情報は、このドキュメントの発行時点におけるマイクロソフトの見解を反映したものです。変化する市場状況に対応する必要があるため、このドキュメントは、記載された内容の実現に関するマイクロソフトの確約とはみなされないものとします。また、発行以降に発表される情報の正確性に関して、マイクロソフトはいかなる保証もいたしません。

このホワイト ペーパーは情報提供のみを目的としており、明示または黙示に関わらず、これらの情報についてマイクロソフトはいかなる責任も負わないものとします。

お客様ご自身の責任において、適用されるすべての著作権関連法規に従ったご使用を願います。このドキュメントのいかなる部分も、米国 Microsoft Corporation の書面による許諾を受けることなく、その目的を問わず、どのような形態であっても、複製または譲渡、検索システムへの格納および公開をすることは禁じられています。ここでいう形態とは、複写や記録など、電子的な、または物理的なすべての手段を含みます。ただしこれは、著作権法上のお客様の権利を制限するものではありません。
マイクロソフトは、このドキュメントに記載されている内容に関し、特許、特許申請、商標、著作権、またはその他の無体財産権を有する場合があります。別途マイクロソフトのライセンス契約上に明示の規定のない限り、このドキュメントはこれらの特許、商標、著作権、またはその他の無体財産権に関する権利をお客様に許諾するものではありません。
© 2003. Microsoft Corporation.  All rights reserved.
Microsoft、Active Directory、IntelliMirror、MS-DOS、Outlook、Visual Basic、Visual C++、Visual Studio、Windows、Windows Media、および Windows NT   は、Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。
記載されている会社名および製品名は、一般に各社の商標です。
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はじめに
Microsoft Windows Preinstallation Environment (WinPE) は、Windows PE とも呼ばれ、プロテクト モードの Windows XP Professional カーネルを基盤として限定されたサービスを提供する、最小の Win32 サブシステムです。Windows のセットアップ、ネットワーク共有からのオペレーティング システムのインストール、基本プロセスの自動化、およびハードウェアの検証のために必要な最小限の機能が含まれています。
Windows PE は次のような機能を提供します。
· x86 ベースおよび Itanium ベースのアーキテクチャで使用でき、起動可能メディアおよびメモリ内でのフットプリントが小さい、ハードウェア非依存の Windows 環境。
· Win32 アプリケーション プログラミング インターフェイス (API) のサブセット、バッチ ファイルを実行できるコマンドライン インターフェイス (Cmd.exe)、Windows スクリプト ホスト (WSH) のサポート、HTML アプリケーション (HTA)、カスタム ツールやスクリプトの作成に使用する ActiveX Data Objects (ADO)。 

· ネットワーク アクセス、およびTCP/IP を使用してネットワークからイメージやテスト スイートをコピーするために必要な、標準的な既成ネットワーク ドライバのサポート。カスタム バージョンの Windows PE では、簡単にネットワーク ドライバの追加や削除を実行できます。 

· Windows 2000 または Windows XP ドライバを使用するすべての大容量デバイスのサポート。新しいデバイスが提供されたら、簡単に、不要になったドライバを削除したり、追加のドライバをカスタム バージョンの Windows PE に追加したりできます。 

· NTFS ファイル システム パーティションの作成、削除、フォーマット、および管理をネイティブでサポート。 

· ハードウェア診断による、特定のハードウェア ドライバのロードとテスト。 

· PXE プロトコルのサポート。PXE 起動をサポートしているコンピュータの場合は、リモート インストール サーバー (RIS) にある Windows PE イメージから自動的に起動できます。Windows PE イメージは、コンピュータのハード ディスクに自動的にインストールされません。
Windows PE をプレインストール プロセスに組み込むことで、既存の MS-DOS ベースのツールを 32 ビット Windows API のサブセットに移植できるため、Microsoft Visual Studio® といった標準の開発環境で、より簡単にこれらのアプリケーションを維持できます。これらのハードウェア診断およびその他のプレインストール ユーティリティでは、展開した複数のコンピュータ上で同じ署名付き Windows XP ドライバを使用できるため、独立系ハードウェア ベンダ (IHV) に 16 ビット ドライバを提供してもらう必要がなくなります。
Windows PE は、x86 および Itanium ベースの両方のコンピュータで使用できます。Itanium ベースのコンピュータの場合、Windows XP 64 Bit Edition CD から 64 ビット バージョンの Windows PE を作成する必要があります。詳細については、「カスタム バージョンの Windows PE の作成」を参照してください。
注意 : リリース時点では、Itanium ベースのコンピュータで使用される新しいディスク パーティション スキームである GUID Partition Table (GPT) をサポートしているサードパーティ ディスクイメージング製品はありません。64 ビット版の Windows をプレインストールするには、Windows PE を使用するか、または CD ベースの無人インストールを実行する必要があります。マイクロソフトでは、Windows PE を使用する方法を推奨しています。
Windows PE アーキテクチャ
Windows PE は、Windows XP/Server 2003 コード ベースを利用して、32 ビット展開と診断環境を提供します。ただし、フル オペレーティング システムのコードを利用しますが、容量とリソースの要件を最小限に抑えるため、機能のサブセットのみを提供します。使用可能な機能についてよく理解していただくため、このセクションでは、Windows PE の内部動作について説明します。
起動プロセス
Windows PE の起動プロセスは、Windows XP のグラフィカル セットアップ プロセスの通常の流れと同様です。主な手順は以下の通りです。
1. 特定のメディアのブート セクタ (etfsboot.com、efisys.bin など) がシステムによって起動され、その後 SETUPLDR に制御が渡されます。
2. SETUPLDR が実行する NTDETECT.COM によって基本システム構成情報が抽出され、HKLM\HARDWARE\DESCRIPTION に保管されます。
3. その後 SETUPLDR が、WINPEOEM.SIF を使用して、適切な HAL をロードし、SYSTEM レジストリ ハイブをロードし、必要なブート ドライバをロードします。ロードが完了すると、カーネル NTOSKRNL.EXE を実行するための環境を準備します。
4. NTOSKRNL.EXE が実行され、サブシステムを実行するための環境セットアップが完了します。
5. 制御が Session Manager (SMSS) に渡されます。SMSS がレジストリの残りをロードし、Win32 サブシステム (WIN32K.SYS) と各種のプロセスを実行するための環境を設定します。その後 SMSS は、サービスおよび最重要でない残りのデバイス ドライバ、セキュリティ サブシステム (LSASS) の開始を含め、ユーザー セッションを作成するために WINLOGON プロセスをロードします。
6. 通常のログオン プロセスに起動する代わりに、Windows PE はコマンド プロンプト (CMD) プロセスをロードし、STARTNET.CMD を実行します。
7. この時点で Windows PE の起動が完了し、コマンド プロンプトに戻ります。
インタラクティブ シェル コンポーネント
CMD プロセスは、起動時に STARTNET.CMD バッチ ファイルを実行します。このファイルが、ネットワーク プロセスをロードして、実装するすべてのカスタム ルーチンを開始します。既定の Startnet.cmd ファイルのコマンドは次のとおりです。
regsvr32 /s netcfgx.dll

factory -minint

netcfg -v -winpe

net start dhcp

net start nla

a:\floppy.cmd

各部分の意味は次のとおりです。
· Regsvr32 /s netcfgx.dll ― ネットワーク コンポーネントのインストールを可能にするため、必要なヘルパー関数 DLL を登録します。このコマンドがないと、factory モードでネットワーク カードをインストールできず、netcfg がネットワーク コンポーネントをロードできなくなります。 

· Factory –minint ― factory.exe を -minint モードで起動します。Factory.exe は Winbom.ini ファイルを探し、Winpe セッションの Computername を作成し (winbom.ini 内で名前が指定されていない場合は、自動的に生成されます)、ネットワーク カードをインストールし、winbom.ini ファイルを処理します。   

· Netcfg –v –winpe ― Winpe セッションのために Tcpip、Netbios、および Msclient をインストールします。
· Net start dhcp および nla ― DHCP クライアントおよび Network Location Awareness Service を起動します。
注意 :

これらのコマンドの機能の詳細については、付録の Factory および Netcfg コマンドライン オプションのセクションを参照してください。
最初のコマンドは、各種のネットワーク コンポーネントをアクティブにするために、必要なヘルパー関数 DLL を登録します。その後 factory コマンドを実行します。factory の –minint パラメータは、プラグ アンド プレイを使用してネットワーク インターフェイス カード (NIC) ドライバを検出しインストールするようプロセスに伝えます。または、–winpe パラメータを使用して WINBOM.INI ファイルを処理することもできます。詳細については、Factory コマンド ライン オプションに関する付録を参照してください。
ネットワーク ドライバがロードされた後、主要なネットワーク サービス (TCP/IP、NetBIOS、および Microsoft ネットワーク クライアント) をインストールおよび起動するため、NETCFG が実行されます。Netcfg コマンド ラインの詳細については、付録を参照してください。NETCFG の後、DHCP と Network Location Awareness サービスが開始されます。
Floppy.cmd はオプションのサンプル ファイルで、Startnet.cmd から完全に削除しても問題ありません。これには、アプリケーションを起動したり、スクリプトを実行するための追加のコマンド ウィンドウを開いたりといった、通常コマンド プロンプトで実行されるあらゆるコマンドを含めることができます。
また、コマンドの順序は変更できます。たとえば、システムにフロッピー ドライブが備えられていないノートパソコンを使用している場合に、ドライブを自動的にフォーマットしたいとします。その場合は、winbom.ini ファイルに適切なエントリを作成し、startnet.cmd を次のように変更します。
regsvr32 /s netcfgx.dll

netcfg -v -winpe

net start dhcp

net start nla

Rem a:\floppy.cmd < --- このコマンドをコメント アウトします。 

factory -winpe

このように、コマンドの順序は変更できますが、regsvr32、netcfg、およびその他のネットワーク関連コマンドは連続して実行することをお勧めします。  
制限事項
Windows PE には次の制限事項があります。
· サイズを小さくするため、Windows PE には、提供されている Win32 API の一部しか含まれていません。I/O (ディスクおよびネットワーク) と中心的な Win32 API が含まれています。 

· 海賊版オペレーティング システムとして使用されることを防止するため、Windows PE は、24 時間連続して使用された場合、自動的にシェルの実行を中止し、再起動します。 

· ネットワーク上のほかの場所から、Windows PE コンピュータ上のファイルやフォルダにネットワーク アクセスすることはできません。 

· 分散ファイル システム (DFS) の名前解決はサポートしていません。(Windows PE 1.1 では制限付きでサポートしていますが、スタンドアロン DFS ルートのみで使用できます。) 

· ファイル サーバーへのネットワーク接続方法としては、TCP/IP および NetBIOS over TCP/IP のみがテスト済みです。IPX/SPX ネットワーク プロトコルといったその他の方法はサポートされていません。 

· Windows PE の実行中に割り当てられたドライブ名は、再起動後にも維持されるレジストリには保存されません。パーティション作成時のドライブ名の割り当ては作成順になりますが、再起動時のドライブ名割り当ては、既定の順序になります。 

· Windows PE は VGA 互換デバイスを必要とし、画面解像度は 800 × 600 ピクセルです。Windows PE がビデオ設定を検出できない場合、既定の画面解像度は 640 × 480 ピクセルになります。 

· Windows PE は、フロッピー ディスクには収まりません。詳細については、「Windows PE フットプリントのサイズの縮小」を参照してください。 

· Windows XP Home Edition からカスタム バージョンの Windows PE を作成することはできません。 

· Windows PE は Microsoft .NET フレームワークをサポートしていません。 

· Windows NT 32 ビット プラットフォーム上で 16 ビット アプリケーションを実行できるよう、"Windows on Windows 32" (WOW32) サブシステムが Windows NT に導入されました。同様に、"Windows on Windows 64" (WOW64) と呼ばれる新しい 32 ビット サブシステムが Windows XP 64 ビット バージョンに導入されました。このサブシステムは、32 ビット アプリケーションが正常に動作するために必要なすべての 32 ビット Windows サービスを提供します。ただし、32 ビット バージョンの Windows PE には WOW32 サブシステムは含まれていないため、16 ビット アプリケーションは動作しません。また 64 ビット バージョンの Windows PE には WOW64 サブシステムは含まれていないため、32 ビット アプリケーションは動作しません。
Windows PE でサポートされていない Windows API
Windows PE に存在しない Win32 API セットの機能カテゴリは次のとおりです。これらのカテゴリの詳細については、MSDN ライブラリ (http://msdn.microsoft.com/library/) の Microsoft Platform SDK に説明されています。[Windows Development] を選択し、[Platform SDK] を選択してください。
· Windows Management Instrumentation (WMI) 

· Windows Multimedia 

· Still Image 

· OpenGL 

NetShow Theater Administration 

· Windows Shell 

· Access Control 

· Power Options 

· Printing and Print Spooler 

· Window Station and Desktop 

· Terminal Services 

· User Profile 

· Tape Backup

使用のシナリオ
Windows Preinstallation Environment (Windows PE または WinPE) は、主に次のシナリオで使用されます。
· OEM プレインストール
· デスクトップおよびサーバー展開
· 問題の診断と災害の回復
OEM プレインストール
Windows OPK CD は、Windows XP Professional CD に含まれるすべての大容量記憶ドライバおよびネットワーク ドライバをサポートする、Windows Preinstallation Environment (WinPE) (32 ビット バージョン) の起動可能なコピーです。
WinPE をファクトリのプレインストール プロセスに組み込むことで、既存の MS-DOS ベースのツールを 32 ビット Windows API のサブセットに移植できるため、Microsoft Visual Studio® といった標準の開発環境で、より簡単にこれらのアプリケーションを維持できます。これらのハードウェア診断およびその他のプレインストール ユーティリティでは、製造する複数のコンピュータ上で同じ署名付き Windows XP ドライバを使用できるため、独立系ハードウェア ベンダ (IHV) に 16 ビット ドライバを提供してもらう必要がなくなります。
WinPE は、x86 および Itanium ベースの両方のコンピュータで使用できます。Itanium ベースのコンピュータの場合、Windows XP 64 Bit Edition CD から 64 ビット バージョンの WinPE を作成する必要があります。
デスクトップおよびサーバー展開
Windows PE は、特にデスクトップおよびサーバーの展開に使用するために開発されました。以前は、システムの設定とオペレーティング システムのインストールを処理するために、DOS の起動ディスクが使用されていました。しかし DOS のサポートが減少してきたため、Windows PE によって軽量の 32 ビット環境を実現し、Windows OS と同じドライバ セットを使用して、Windows オペレーティング システムと類似した基本機能 (NTFS ファイル システム、DFS 共有) にアクセスできるようにしました。
使用例 : スタンド アロン展開
スタンド アロン展開のシナリオでは、インストールする Windows PE とオペレーティング システムの両方を含む CD/DVD を作成できます。このリムーバブル メディアは、ユーザーが各自でインストールできるよう配布するか、または技術者がリモート サイトからコンピュータのインストールおよびアップグレードを行うために使用することができます。
スタンド アロン展開シナリオの実行フローは、次のようになります。
1. ユーザーが CD/DVD から Windows PE にブートします。
2. STARTNET.CMD は適切なネットワーク サービスをロードし、制御をカスタム バッチ ファイル (SETUPPC.CMD) に渡します。
3. その後カスタム バッチ ファイルはコンピュータを検査し、展開用に設計された適切な製品およびモデルであることを確認します。
4. コンピュータが有効なターゲットであると判断されると、システムからユーザー データをバックアップするためのプロセスを実行できます。Windows PE はハード ディスクに対して NTFS フルアクセスを持っているため、リモートの場所やコンピュータ内のほかの場所にデータを移動できます。
5. 必要に応じて、DISKPART を使用してハード ドライブのパーティションを設定できます。
6. パーティションを設定したら、Windows セットアップを呼び出すか、またはサードパーティ ディスク イメージング ユーティリティを使用して、宛先ドライブにイメージを復元します。
使用例 : ネットワーク展開
ネットワーク展開のシナリオは、スタンドアロン展開のシナリオとあまり違いはありませんが、展開のいくつかのポイントで、より多くのオプションが用意されています
1. ユーザーが CD/DVD またはリモート インストール サービスから Windows PE にブートします。
2. STARTNET.CMD が適切なネットワーク サービスをロードします。
3. ドライブがローカルの展開サーバーにマップされます。
4. ローカルの展開サーバー上で、セットアップ プロセスを行うために、カスタム バッチ ファイル (SETUPPC.CMD) が実行されます。
5. カスタム バッチ ファイルがコンピュータを検査し、展開用に設計された適切な製品およびモデルであることを確認します。
6. コンピュータが有効なターゲットであると判断されると、システムからユーザー データをバックアップするためのプロセスを実行できます。Windows PE はハード ディスクに対して NTFS フルアクセスを持っているため、リモートの場所やコンピュータ内のほかの場所にデータを移動できます。
7. 必要に応じて、DISKPART を使用してハード ドライブのパーティションを設定できます。
8. パーティションを設定したら、Windows セットアップを呼び出すか、またはサードパーティ ディスク イメージング ユーティリティを使用して、宛先ドライブにイメージを復元します。
問題の診断と災害の回復
Windows PE は、展開だけでなく、問題の診断と災害の回復のための機能も提供します。次のようなことに Windows PE を使用できます。
· オリジナルのインストール メディアから壊れたファイルを取り除く。
· 32 ビット診断ツールを実行する。
· 再インストール前に、壊れた OS インストールのデータをバックアップする。
Windows PE とセキュリティ
Windows PE を使用して、ファイル システムにあるアクセス制御リストに関係なく NTFS ファイルシステムにアクセスすることができます。その結果、だれかが Windows PE が搭載された Windows PC に物理的にアクセスできれば、ファイル システムの NTFS の権限に関係なく不正にアクセスできてしまいます。システムに機密データがある場合は、データを不正アクセスから保護するため、暗号化ファイル システム (EFS) の利用を検討されることをお勧めします。暗号化ファイル システムの実装については、Windows 2000 Server リソース キットに含まれる『Distributed Systems Guide』を参照してください。
Windows PE CD の作成
Windows PE CD は、Windows Preinstallation Environment (Windows PE または WinPE) の基本 32 ビット バージョンの起動可能なコピーです。ただし、64 ビット コンピュータ用の Windows PE のバージョンを作成したり、ほかのドライバ セットを使用できるよう Windows PE を設定したりしたい場合に備え、CD には、カスタム バージョンの Windows PE を作成するためのさまざまなスクリプトとユーティリティが含まれています。
重要
Windows XP Home Edition、Windows Datacenter Server 2003、および Windows Web Server 2003 を除く、すべてのバージョンの Windows XP および Windows Server 2003 からカスタム バージョンの Windows PE を作成できます。ただし、そのようにして作成したカスタム バージョンの Windows PE にも、「制限事項」に記載したような制限が適用されます。 

Windows XP 64-Bit Edition および 64 ビット バージョンの Windows Server 2003 ファミリは、英語、フランス語、ドイツ語、および日本語でのみ提供されます。
Windows PE イメージの構築
カスタム バージョンの Windows PE は、数分間で作成できます。このプロセスでは、Windows PE ファイルのディレクトリ構造を作成し、またオプションで、CD-ROM または DVD にできるイメージファイルを作成します。
注意 : Windows PE 作成ツールを使用するには、作成する場所への読み書きアクセス権に加え、バックアップと復元の権限を持っている必要があります。
64 ビット バージョンの Windows PE を作成する場合は、x86 コンピュータで次の手順を実行します。
カスタム バージョンの Windows PE の作成
1. build_location で指定されたハード ディスクにディレクトリを作成し、名前を付けます。
Windows PE CD を cd_drive と示された CD-ROM ドライブに挿入します。
2. cd_drive\Winpe\*.* を build_location にコピーします。
3. Windows PE CD を CD-ROM ドライブから取り出します。
4. 32 ビット バージョンの Windows PE を作成するには、次の手順を実行します。
32 ビット Windows のプロダクト CD を CD-ROM ドライブに挿入します。
または
64 ビット バージョンの Windows PE を作成するには、次の手順を実行します。
4 ビット Windows のプロダクト CD を CD-ROM ドライブに挿入します。
5. 64 ビット バージョンの Windows PE を作成するには、コンピュータの A:\ ドライブにフロッピー ディスクを挿入します。このディスクは、64 ビット Windows PE の作成プロセス中の一時記憶域として使用されます。
6. build_location に移動します。
次のコマンドを実行します

Mkimg.cmd source_directory destination_directory [image_name]

source_directory 
Windows プロダクト CD の場所を指定します。source_directory が CD-ROM ドライブの場合は、ドライブ名のみを指定します。source_directory がネットワーク パスの場合、そのパスは、\i386 ディレクトリの親ディレクトリでなければなりません。

注意 : source_directory の後ろにスラッシュを付けないでください。

destination_directory 
イメージを作成するのに必要なファイルを一時的に保管する場所のパスを指定します。ディレクトリが存在していない場合は、Mkimg.cmd が作成します。

image_name 
これはオプションです。このバージョンの Windows PE を CD-ROM に保存する場合は、このカスタム バージョンの Windows PE を含む ISO イメージ ファイルのパスとファイル名を指定します。
7. CD-ROM を作成する場合は、CD 作成ソフトウェアを使って、ISO イメージ ファイルを CD メディアに直接書き込みます。
重要
64 ビット バージョンの Windows PE を作成する場合は、MKIMG.CMD プロセスが 64 ビット EFI ブートセクタ (efisys.bin) を作成できるよう、空のフロッピー ディスクを A:\ に挿入します。
例
たとえば、build_location が C:\Build.x86 の場合、このコマンドラインによって、C:\Winpe.tmp を一時記憶域として、また E: を Windows XP CD メディアの場所として使用して、x86winpe.iso と呼ばれる ISO イメージが作成されます。
C:\Build.x86\Mkimg.cmd E: C:\Winpe.tmp C:\x86winpe.iso


たとえば build_location が C:\Build.ia64 の場合、このコマンドラインによって、C:\Winpe.tmp を一時記憶域として使用して、ia64winpe.iso と呼ばれる ISO イメージが作成されます。
C:\Build.ia64\Mkimg.cmd E: C:\Winpe.tmp C:\ia64winpe.iso

起動可能な 64 ビット Windows PE イメージの作成
ユーザーの介入なしに、CD-ROM から IA64 システムを自動的に起動するには、次の手順を実行してください。これらの手順は、x86 システムでも実行されるもので、CD-ROM ドライブから自動的に起動するよう IA64 システムをセットアップしていることを前提としています。
1. 「Windows PE イメージの作成」セクションの手順に従って WinPE イメージを作成します。mkimg.cmd を実行するところで、ISO イメージ ファイルを作成するオプションを省きます。
2. フォーマット済みの空のフロッピー ディスク上に、次のディレクトリ構造を作成します。

A;\EFI\BOOT

3. 新しく作成した 64 ビット Windows PE イメージのルートにある setupldr.efi を、フロッピー ディスク ドライブのディレクトリにコピーします。(\EFI\Boot ディレクトリにコピーします)。ファイル BOOTIA64.EFI の名前を変更します。
4. Windows PE ツール (mkimg.cmd など) がコピーされたハード ディスク上のディレクトリから、次のコマンドを実行します。

DSKIMAGE A: .\EFISYS.BIN

5. ここで、OSCDIMG.exe を実行してブート可能な ISO イメージを作成します。

OSCDIMG –b.\efisys.bin –n –h C:\IA64PE C:\IA64PE.iso


Windows PE イメージの再構築
カスタマイズの一環として Windows PE に変更を加えた場合は、MKIMG.CMD によって作成された ISO-9660 イメージを、リムーバブル メディアに保存するために、再構築する必要があります。最初の Windows PE イメージを作成するために MKIMG.CMD を実行した際、フォルダ構造がドライブに残されます。また、設定によっては、基本 ISO イメージも残されます。Windows PE には、イメージの再構築を可能にする OSCDIMG.EXE ツールが備えられています。
基本コマンド ライン構文は次のとおりです。
OSCDIMG [options] sourceroot targetfile
OSCDIMG.exe コマンドと構文の詳細については、付録 A「コマンド ライン ツール」を参照してください
例
32 ビットの起動可能 Windows PE イメージを作成するには、El Torito ブート セクタ (etfsboot.com) を含める必要があり、また長いファイル名の使用を許可する必要があります。例 :
OSCDIMG –b.\etfsboot.com –n –h c:\winpe32 winpe32.iso

64 ビットの起動可能 Windows PE イメージを作成するには、ブート セクタを EFI ブート セクタ(efisys.bin) に切り替え、ソース ルートが 64 ビット バイナリをポイントするように指定する必要があります。
OSCDIMG -b.\efisys.bin -n -h c:\winpe64 winpe64.iso

Windows PE 機能のカスタマイズ
このバージョンの Windows PE を CD に書き込んだりハード ディスクにコピーしたりする前に、さらにカスタマイズすることができます。
他言語サポートの追加
既定では、多言語 Windows PE ビルドはサポートされていません。多言語サポートを追加するには、Config.inf ファイルの [RegionalSettings] セクションを使用します。
注意 :

これは、Mkimg.cmd コマンドを使用して Windows PE イメージを作成する前に実行する必要があります。
多言語をサポートすることで、言語ごとにローカライズされた Windows PE ツールを使用しなくても各種言語の Windows PE イメージを作成できます。1 つのツール セットを使用して、複数の言語にローカライズされた Windows PE イメージを作成できます。
Windows XP 展開の既定ユーザーへの変更と同様、WinPE\ i386\ system32\ config\ default の値を修正することで、WinPE 管理アカウント プロパティを変更できます。たとえば、キーボード設定をドイツ語に変更するには、regedt32 を使用して、一時ハイブとして既定設定をロードします。"Keyboard Layout\ PreLoad\ 1 REG_SZ" を “407” に変更します。
このときのポイントは、[RegionalSettings] を使用して、Language の値を常にソースの Windows プロダクト CD の言語と一致させることです。その後 LanguageGroup を使用して、Windows PE ツールとソース CD の両方の言語を指定します。特定の言語グループに対応するそれぞれの言語リストについては、Microsoft Global Software Development Web サイト (http://www.microsoft.com/globaldev/) を参照してください。
例
この例では、日本語版 Windows プロダクト CD から、英語版のプレインストール ツールを使用してサポートを行う、日本語版の Windows PE イメージを作成します。
[RegionalSettings]

LanguageGroup = 1, 7

Language = 0x0411

1 は、西ヨーロッパおよび米国の LanguageGroup ID で、7 は日本語の LanguageGroup ID です。0x0411 は、ソース CD のロケールに一致する日本語のロケール ID (LCID) です。LanguageGroup のエントリに 1 を追加することにより、英語版のプレインストール ツールを使用するための英語サポートを追加できます。
この例では、英語版の Windows PE イメージに日本語の言語サポートが追加されています。
[RegionalSettings]

LanguageGroup = 1, 7

Language = 0x0409

0x0409 は、ソース CD のロケールに一致する、英語の LCID です。LanguageGroup エントリに 7 を含めることで、日本語サポートを追加し、英語と日本語の両方のプレインストール ツールを使用できるようになります。
次の表に、ほかのサポート対象言語の設定をまとめます。例に示した設定のエントリを次のように変更することで、さまざまな言語のサポートを追加できます。
	
	LanguageGroup
	Language

	英語
	1
	0x409

	日本語
	7
	0x411

	アラビア語
	13
	0x401

	ヘブライ語
	12
	0x40d


ネットワーク ドライバの追加と削除
既定では、ソース Windows プロダクト CD のすべてのネットワーク ドライバがサポートされています。独自の Windows PE イメージを作成する際は、ネットワーク ドライバを追加または削除したり、ネットワーク ドライバ リストを置き換えたりできます。ドライバのセットを最小限にすることによって、プラグアンドプレイの検出時間を短縮できます。
カスタム Windows PE CD にネットワーク ドライバを追加するには、次のようにファイルのコピーを行ってください。
· すべてのネットワーク ドライバ *.inf ファイルを \%WINDIR%\inf ディレクトリに
· すべての *.sys ファイルを \%WINDIR%\system32\drivers ディレクトリに
· すべての関連 *.dll、.exe、その他のファイルを \%WINDIR%\system32 ディレクトリに  

カタログ ファイルは、Windows PE 環境では処理されないため、コピーする必要はありません。FACTORY が実行されると、このように追加されたすべての NIC ドライバが選択されます。
注意 :

Intel 1000MT/OEM を含むいくつかのネットワーク アダプタでは、system32 ディレクトリに追加のファイル (INTEL NIC の場合は *.exe および *.DIN) をコピーする必要があります。NIC インストールのベスト プラクティスは、フル OS で実行したインストールを複製することです。すべてのドライバ ファイルがコピーされる場所をメモしておき、Windows PE の対応するディレクトリに複製してください。
検出するネットワーク カードを既知のセットに限定したい場合は、winbom.ini ファイルの [netcards] セクションを使用します。FACTORY が実行される際、winbom.ini を読み取りますが、このセクションにカードがリストされている場合はそれらのカードだけを検出するため、起動時間を短縮できます。このセクションにネットワーク インターフェイス カードを追加する場合は、プラグアンドプレイ ID と、関連 INF ファイルへのパスがわかっていなければなりません。ベスト プラクティスとしては、パッケージでサポートされているすべてのドライバにヒットするよう、特定の NIC PNP ID およびより汎用的な一致項目の両方を指定することをお勧めします。例 :
[NetCards]

PCI\VEN_10B7&DEV_9200&SUBSYS_100010B7&REV_78\3&61AAA01&0&78=%systemroot%\nic\netel90b.inf

PCI\VEN_10B7&DEV_9200&SUBSYS_100010B7=%systemroot%\nic\netel90b.inf

注意 :

デバイスの PnP ID を調べるには、アダプタとともに提供される *.inf ファイルを参照してください。ID は通常、[%manufacturer_name%] セクション ([Intel] など) にあります。またWindows 2000 CD-ROM にある deploy.cab ファイルの PnPIDs.exe ツールを使用すると、サポート対象の PNP ID がリストされます。どの ID がデバイスに一致するかわからない場合は、次のことを実行してください。
· デバイス マネージャを開きます。
· ネットワーク カードを選択して右クリックし、[ドライバの更新] を選択します。
· ウィザードが表示されたら、既定の設定を選択します。一致する項目が見つかった場合は、ドライバがすでにインストールされている可能性が高いため、[キャンセル] を選択します。
· %windir% ディレクトリ内で setupapi.log ファイルを開き、ファイルの末尾に移動します。
末尾から開始し、各括弧に囲まれた現在の日付 ([2003/02/14 15.34:19 ####.###] など) を探します。このセクションに、デバイスの PNP ID が記載されています。このセクションは次のようになっています。

[2003/02/16 15:54:19 2260.211]
#-198 Command line processed: C:\WINDOWS\system32\mmc.exe "C:\WINDOWS\System32\devmgmt.msc" 
#I060 Set selected driver.
#-019 Searching for hardware ID(s): pci\ven_8086&dev_1031&subsys_00011179&rev_41,pci\ven_8086&dev_1031&subsys_00011179,pci\ven_8086&dev_1031&cc_020000,pci\ven_8086&dev_1031&cc_0200


このセクションの最初の一致項目は、非常に限定的な一致項目 (カードの rev_78 のみに適用されるなど) で、2 番目は、正しい SUBSYSID に一致するすべての NIC に対応する汎用的な一致項目です。エントリを追加する前に、INF で汎用項目をサポートしていることを確認してください。一致項目が見つからない場合は、お使いのネットワーク カードのドライバを見つけるため、\INF ディレクトリの完全な検索が実行されます。
大容量記憶装置ドライバの追加と削除
起動時間を短縮するため、ソースの Windows プロダクト CD でネイティブでサポートされている大容量記憶装置ドライバをすべてロードする代わりに、いくつかだけをロードするよう、カスタム バージョンの Windows PE を設定できます。また、追加のサードパーティ ドライバをロードするよう設定することもできます。
Windows PE でロードする大容量記憶装置ドライバを制限するには、Winpeoem.sif ファイルをカスタマイズします。このファイルを修正すると、Windows PE が起動したときにロードするドライバのリストが変更され、Windows PE の起動時間に影響が及ぼされます。
Winpeoem.sif ファイルを変更しても、カスタム バージョンの Windows PE のファイルが削除または追加されることはありません。起動時間の短縮だけでなく、Windows PE イメージのサイズを縮小したい場合は、カスタム バージョンの Windows PE から不要なドライバ ファイルを削除してください。Winpeoem.sif ファイルにサードパーティ ドライバを追加するには、必要なドライバ ファイルをカスタム バージョンの Windows PE に手動で追加してください。
Winpeoem.sif のカスタマイズ
Winpeoem.sif ファイルは、system32 ディレクトリにあります。このファイルには 3 つの主要なセクションがあり、Windows PE で使用する大容量記憶装置ドライバの管理に使用できます。
	セクション
	説明

	[MassStorageDrivers.Append]
	Microsoft® Windows® XP がネイティブでサポートしているドライバ セットに加えて、カスタム バージョンの Windows PE でロードする 1 つまたは複数のサードパーティ大容量記憶装置ドライバを指定します。

	[MassStorageDrivers.Replace]
	Windows XP がネイティブでサポートしているドライバ セットの代わりに、カスタム バージョンの Windows PE でロードする 1 つまたは複数のサードパーティ大容量記憶装置ドライバを指定します。

	[OEMDriverParams]
	Windows XP がネイティブでサポートしているドライバに加え、Windows PE がロードする、非プラグアンドプレイのドライバを指定します。

	[Version]
	Windows のバージョンを識別するためのセクションで、すべての .inf ファイルに必要です。


ほとんどの場合、Windows PE イメージに大容量記憶装置ドライバを追加する必要があります。Windows PE イメージの起動時間を短縮する必要がある場合は、[MassStorage.replace] セクションを使用し、また \system32 ディレクトリからドライバを削除する必要があります。  
注意 :

Windows PE のファイルを追加または削除したときは、RIS サーバーから Windows PE を起動する場合以外は、oscdimg.exe を使用してイメージを再作成する必要があります。ただし、必要に応じて、Windows PE を起動する際、大容量記憶装置を追加する F6 オプションが機能します。
例
Windows PE を使用して、大容量記憶装置コントローラのサポートを追加するには、次の手順を実行します。
1. ドライバの F6 パッケージを %WINPEROOT%\SYSTEM32 の下のディレクトリにコピーします。例 :
%WINPEROOT%\SYSTEM32\Driver1
2. %WINPEROOT%\SYSTEM32\WINPEOEM.SIF を編集して、[OemDriverParams] セクションからセミコロンを削除し、ドライバ パッケージをコピーしたディレクトリの名前を OemDriverDirs 行に追加します。例 :
[OemDriverParams]
OemDriverRoot=""
OemDriverDirs=Driver1
3. winpeoem.sif の MassStorageDrivers.append または MassStorageDrivers.replace セクションが使用される場合は、大容量記憶装置ドライバの *.sys ファイルを \system32\drivers サブディレクトリにコピーします。大容量記憶装置デバイスが、サポートする *.dll ファイルを必要とする場合は、それらを適切なディレクトリにコピーします。そのようなファイルが必要かどうかは、txtsetup.oem ファイルを調べるとわかります。
これらの変更を行うと、Windows PE イメージは、Driver1 サブディレクトリにあるドライバ パッケージの TXTSETUP.OEM の [DEFAULT] セクションで指定されたドライバを起動しようとします。システムがロードされると、WinpeOem.sif ファイルが開き、あらかじめ提供されているドライバの前に、リストされた大容量記憶装置ドライバがロードされます。
ただし、メーカーから提供された Txtsetup.oem ファイルを編集しなければならない場合もあります。現在提供されているドライバ パッケージの多くは各種の大容量記憶装置をサポートしていますが、[DEFAULT] セクションにロードされているものだけがロードされます。ロードしたいドライバにどのエントリが対応しているかは、txtsetup.oem ファイルの [SCSI] セクションを参照してください。次に示す例は、サンプルの txtsetup.oem からの抜粋で、DRIVER1 のみがロードされます。DRIVER2 をロードするには、[defaults] ヘッダの "scsi=" 行を、"scsi = driver2" に変更する必要があります。例 :
[Disks]

driver1 = "generic driver for device 1", \generic.sys, \

driver2 = "generic driver for device 2", \generic2.sys, \

[Defaults]

scsi = driver1

[scsi]

driver1 = "generic driver for device 1", generic.sys

driver2 = "generic driver for device 2", generic2.sys,

注意 : 複数の大容量記憶装置ドライバをロードする場合で、txtsetup.oem ファイルが複数のアダプタをサポートする場合は、各ファイルで同じことを実行してください。
複数の大容量記憶装置ドライバが必要な場合は、OemDriverDirs エントリにディレクトリ名を追加します。例 :
[OemDriverParams]

OemDriverRoot=""

OemDriverDirs=Driver1, Driver2, Driver3

注意 :
Windows PE の初期リリースでは、リストされる最初の大容量記憶装置コントローラだけが winpeoem.sif からロードされます。この問題は、Service Pack 1 で解決されました。詳細については、次のサポート技術情報を参照してください。
Q325569 The Winpeoem.sif File Does Not Support More Than One Mass Storage Driver

「いずれかのキーを押してください」メッセージの削除
Windows PE CD が CD-ROM ドライブに挿入されている場合は必ず CD から起動するよう設定するには、.iso ファイルを作成する前に、Windows PE ディレクトリ構造から \i386\Bootfix.bin ファイルを削除してください。Bootfix.bin は、"Press any key to boot from CD-ROM" メッセージを表示するファイルです。
Windows PE フットプリントのサイズの縮小
Windows Preinstallation Environment (Windows PE または WinPE) は、Windows カーネルを基盤とした、最小限のオペレーティング システムです。Windows PE は、オペレーティング システムとアプリケーションをインストールするためにコンピュータを起動する手段として、MS-DOS に代わるものです。Windows セットアップ、スクリプト、またはカスタム アプリケーションを実行するのに必要な最小限の機能が含まれています。
カスタマイズしない場合の Windows PE のサイズは、120 ～ 220 MB です。必要不可欠でないファイルを削除した場合、32 ビット バージョンの Windows PE のディスク上のイメージサイズを 81 MB まで縮小できます。
Windows PE のサイズ
カスタマイズしていないバージョンの Windows PE のおおよそのサイズは次のとおりです。
	プラットフォーム
	ディスク上のイメージ サイズ
	メモリ内のサイズ

	32 ビット バージョンの Windows PE
	約 120 MB
	約 40 MB

	64 ビット バージョンの Windows PE
	約 220 MB
	約 42 MB


メモリ内のサイズは、ネットワーク サービスが実行している状態で計算されています。
ローカライズ バージョンの Windows PE のサイズは、言語によって 300 ～ 370 MB になります。
カスタム バージョンの Windows PE のサイズは、ドライバを含めたり除外したりすることによって変化します。既定の Windows PE 構成のディスク上のサイズには、製品とともに提供されているすべてのドライバが含まれます。これらのドライバの多くは圧縮されていません。
32 ビット バージョン Windows PE の各ディレクトリのおおよそのサイズは次のとおりです。
	ディレクトリ
	おおよそのサイズ

	\fonts
	9 MB

	\inf
	4 MB

	\System32
	66 MB

	\System32\Drivers
	29 MB


Windows PE はフロッピー ディスクには収まりませんが、カスタム バージョンの Windows PE は、CD-ROM、DVD、ハード ディスク、リモート インストール サービス (RIS) サーバーといった各種の起動可能メディアに保存できます。CD-R または CD-RW を使用する場合、起動するシステムで、CD-R や CD-RW メディアの読み取りに加え、CD からの起動もサポートしている必要があります。
Windows PE フットプリントの縮小
以下のファイルは、Windows PE イメージから削除することができます。リストされているファイルを削除することによって、ネットワークへの接続に影響が出ることがありますが、それ以外には、イメージの機能に支障はありません。これらのファイルをすべて削除すると、32 ビット バージョンの Windows PE のディスク上のイメージ サイズを 81 MB まで縮小できます。
次の表には、Windows PE の機能を損なわずに削除できるフォント、および削除しても差し支えのないドライバその他のファイルがリストされています。
	ファイル名
	説明
	
	ファイル名
	説明

	Angsaz.ttf
	フォント ファイル
	
	Rasacd.sys
	

	Artrbdo.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Artro.ttf
	
	
	Raspppoe.sys
	

	Browa.ttf
	フォント ファイル
	
	Raspptp.sys
	

	Browab.ttf
	フォント ファイル
	
	Rawwan.sys
	

	Browai.ttf
	フォント ファイル
	
	Rlnet5.sys
	

	Browau.ttf
	フォント ファイル
	
	Rocket.sys
	

	Browaub.ttf
	フォント ファイル
	
	Rootmdm.sys
	モデム デバイス ドライバ

	Browaui.ttf
	フォント ファイル
	
	Sonydcam.sys
	マルチメディア ファイル

	Browauz.ttf
	フォント ファイル
	
	Speed.sys
	シリアル デバイス ドライバ

	Browaz.ttf
	フォント ファイル
	
	Stlnata.sys
	

	Comic.ttf
	フォント ファイル
	
	Sx.sys
	マルチメディア ファイル

	Comicbd.ttf
	フォント ファイル
	
	Tbatm155.sys
	

	Cordia.ttf
	フォント ファイル
	
	Tos4mo.sys
	マルチメディア ファイル

	Cordiab.ttf
	フォント ファイル
	
	Tpro4.sys
	マルチメディア ファイル

	Cordiai.ttf
	フォント ファイル
	
	Tsbvcap.sys
	マルチメディア ファイル

	Cordiau.ttf
	フォント ファイル
	
	Usbcamd.sys
	マルチメディア ファイル

	Cordiaub.ttf
	フォント ファイル
	
	Usbcamd2.sys
	マルチメディア ファイル

	Cordiaui.ttf
	フォント ファイル
	
	Usbintel.sys
	マルチメディア ファイル

	Cordiauz.ttf
	フォント ファイル
	
	Vdmindvd.sys
	マルチメディア ファイル

	Cordiaz.ttf
	フォント ファイル
	
	Wanarp.sys
	ネットワーク ドライバ

	David.ttf
	フォント ファイル
	
	Wlandrv2.sys
	

	Davidbd.ttf
	フォント ファイル
	
	Sfcfiles.dll
	このファイルは安全に削除できますが、削除すると、Windows PE では 800 × 600 の解像度をサポートできなくなるため、既定の 640 × 480 ピクセルでしか表示できません。

	Davidtr.ttf
	フォント ファイル
	
	Avmc20.dll
	

	Estre.ttf
	フォント ファイル
	
	Avmcapi.dll
	

	Frank.ttf
	フォント ファイル
	
	Avmenum.dll
	

	Gautami.ttf
	フォント ファイル
	
	Dgclass.dll
	

	Georgia.ttf
	フォント ファイル
	
	Dgconfig.dll
	

	Georgiab.ttf
	フォント ファイル
	
	Dgrpsetu.dll
	

	Georgiai.ttf
	フォント ファイル
	
	Diapi2.dll
	

	Georgiaz.ttf
	フォント ファイル
	
	Diapi232.dll
	

	Impact.ttf
	フォント ファイル
	
	Diapi2nt.dll
	

	Latha.ttf
	フォント ファイル
	
	Digirlpt.dll
	

	Mriam.ttf
	フォント ファイル
	
	Disrvci.dll
	

	Mriamc.ttf
	フォント ファイル
	
	Disrvpp.dll
	

	Mriamfx.ttf
	フォント ファイル
	
	Disrvsu.dll
	

	Mriamtr.ttf
	フォント ファイル
	
	Ditrace.exe
	

	Mvboli.ttf
	フォント ファイル
	
	Divaci.dll
	

	Nrkis.ttf
	フォント ファイル
	
	Divaprop.dll
	

	Pala.ttf
	フォント ファイル
	
	Divasu.dll
	

	Palab.ttf
	フォント ファイル
	
	Elsa20.dll
	

	Palabi.ttf
	フォント ファイル
	
	Elsa2032.dll
	

	Palai.ttf
	フォント ファイル
	
	Eqnclass.dll
	

	Raavi.ttf
	フォント ファイル
	
	Eqndiag.exe
	

	Rod.ttf
	フォント ファイル
	
	Eqnlogr.exe
	

	Rodtr.ttf
	フォント ファイル
	
	Eqnloop.exe
	

	Shruti.ttf
	フォント ファイル
	
	Fpnpbase.sys
	

	Simpbdo.ttf
	フォント ファイル
	
	Fpnpbase.usa
	

	Simpfxo.ttf
	フォント ファイル
	
	Fus2base.sys
	

	Simpo.ttf
	フォント ファイル
	
	Io8ports.dll
	

	Trebuc.ttf
	フォント ファイル
	
	Mxicfg.dll
	

	Trebucbd.ttf
	フォント ファイル
	
	Mxport.dll
	

	Trebucbi.ttf
	フォント ファイル
	
	Peer.exe
	

	Trebucit.ttf
	フォント ファイル
	
	Snmpapi.dll
	ネットワーク

	Tunga.ttf
	フォント ファイル
	
	Spdports.dll
	

	Upcdb.ttf
	フォント ファイル
	
	Spxcoins.dll
	


	Upcdbi.ttf
	フォント ファイル
	
	Spxports.dll
	

	Upcdi.ttf
	フォント ファイル
	
	Spxupchk.dll
	

	Upcdl.ttf
	フォント ファイル
	
	Stlncoin.dll
	

	Upceb.ttf
	フォント ファイル
	
	Stlnprop.dll
	

	Upcebi.ttf
	フォント ファイル
	
	Sxports.dll
	

	Upcei.ttf
	フォント ファイル
	
	Query.dll
	コンテンツのインデックス作成 dll

	Upcel.ttf
	フォント ファイル
	
	
	


	Upcfb.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Upcfbi.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Upcfi.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Upcfl.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Upcib.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Upcibi.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Upcii.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Upcil.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Upcjb.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Upcjbi.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Upcji.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Upcjl.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Upckb.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Upckbi.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Upcki.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Upckl.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Upclb.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Upclbi.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Upcli.ttf
	フォント ファイル
	
	
	

	Upcll.ttf
	フォント ファイル
	
	
	


次の表は、標準でサポートされているネットワーク ドライバに関連付けられた、製品に含まれる .inf および .sys ファイルの完全なリストです。これらのファイルは削除できますが、削除すると、Windows PE はネットワークに接続できなくなります。
	ドライバ ファイル
	Inf ファイル
	Exe ファイル
	追加ファイル
	説明

	Ac300nd5.sys
	Net10.inf
	Ditrace.exe
	Netshell.dll
	ネットワーク接続シェル

	Adm8511.sys
	Net1394.inf
	Ipconfig.exe
	Nwprovau.dll
	ネットワーク dll ファイル

	Adptsf50.sys
	Net21x4.inf
	Net.exe
	Rasdlg.dll
	リモート アクセス ライブラリ

	Ali5261.sys
	Net3c556.inf
	Net1.exe
	Te_protm.pm
	SP1 バージョンの Windows PE には含まれていません。

	Amb8002.sys
	Net3c589.inf
	Netcfg.exe
	Te_protm.pm2
	SP1 バージョンの Windows PE には含まれていません。

	An983.sys
	Net3c985.inf
	Ping.exe
	Te_protu.qm
	SP1 バージョンの Windows PE には含まれていません。

	Arp1394.sys
	Net3sr.inf
	Rundll32.exe
	Te_protu.sm
	SP1 バージョンの Windows PE には含まれていません。

	Aspndis3.sys
	Net5515n.inf
	
	Wzcsapi.dll
	ワイヤレス ネットワーク設定ファイル

	Asyncmac.sys
	Net557.inf
	
	Wzcsvc.dll
	ワイヤレス設定マネージャ

	Atmarpc.sys
	Net559ib.inf
	
	
	

	Atmepvc.sys
	Net575nt.inf
	
	
	

	Atmlane.sys
	Net650d.inf
	
	
	

	Atmuni.sys
	Net656c5.inf
	
	
	

	B57xp32.sys
	Net656n5.inf
	
	
	

	B57xp64.sys
	Net713.inf
	
	
	

	Bcm42u.sys
	Net83820.inf
	
	
	

	Bcm42xx5.sys
	Net8511.inf
	
	
	

	Bcm4e5.sys
	Netac300.inf
	
	
	

	Bridge.sys
	Netali.inf
	
	
	

	Brzwlan.sys
	Netambi.inf
	
	
	

	Cb102.sys
	Netamd.inf
	
	
	

	Cb325.sys
	Netamd2.inf
	
	
	

	Cben5.sys
	Netamdhl.inf
	
	
	

	Ce2n5.sys
	Netan983.inf
	
	
	

	Ce3n5.sys
	Netana.inf
	
	
	

	Cem28n5.sys
	Netasp2k.inf
	
	
	

	Cem33n5.sys
	Netauni.inf
	
	
	

	Cem56n5.sys
	Netb57xp.inf
	
	
	

	Cicap.sys
	Netbcm4e.inf
	
	
	

	Cnxt1803.sys
	Netbcm4p.inf
	
	
	

	Cpqndis5.sys
	Netbcm4u.inf
	
	
	

	Cpqtrnd5.sys
	Netbrdgm.inf
	
	
	

	D100ib5.sys
	Netbrdgs.inf
	
	
	

	Dc21x4.sys
	Netbrzw.inf
	
	
	

	Defpa.sys
	Netcb102.inf
	
	
	

	Dfe650.sys
	Netcb325.inf
	
	
	

	Dfe650d.sys
	Netcbe.inf
	
	
	

	Digidxb.sys
	Netce2.inf
	
	
	

	Dlh5xnd5.sys
	Netce3.inf
	
	
	

	Dm9pci5.sys
	Netcem28.inf
	
	
	

	Dp83820.sys
	Netcem33.inf
	
	
	

	E1000645.sys
	Netcem56.inf
	
	
	

	E1000nt5.sys
	Netcicap.inf
	
	
	

	E100b325.sys
	Netcis.inf
	
	
	

	E100b645.sys
	Netclass.inf
	
	
	

	E100isa4.sys
	Netcpqc.inf
	
	
	

	El515.sys
	Netcpqg.inf
	
	
	

	El556nd5.sys
	Netcpqi.inf
	
	
	

	El574nd4.sys
	Netcpqmt.inf
	
	
	

	El575nd5.sys
	Netctmrk.inf
	
	
	

	El589nd5.sys
	Netdav.inf
	
	
	

	El656cd5.sys
	Netdefxa.inf
	
	
	

	El656ct5.sys
	Netdf650.inf
	
	
	

	El656se5.sys
	Netdgdxb.inf
	
	
	

	El656nd5.sys
	Netdlh5x.inf
	
	
	

	El90xbc5.sys
	Netdm.inf
	
	
	

	El90xnd5.sys
	Nete1000.inf
	
	
	

	El985n51.sys
	Nete100i.inf
	
	
	

	El98xn5.sys
	Netejxmp.inf
	
	
	

	El99xn51.sys
	Netel515.inf
	
	
	

	El99xrun.out
	Netel574.inf
	
	
	

	Elnk3.sys
	Netel5x9.inf
	
	
	

	Em556n4a.sys
	Netel90a.inf
	
	
	

	Em556n4b.sys
	Netel90b.inf
	
	
	

	Em556n4i.sys
	Netel980.inf
	
	
	

	Epro4.sys
	Netel99x.inf
	
	
	

	Ex10.sys
	Netepicn.inf
	
	
	

	F3ab18xi.sys
	Netepro.inf
	
	
	

	F3ab18xj.sys
	Netepvcm.inf
	
	
	

	Fa312nd5.sys
	Netepvcp.inf
	
	
	

	Fa410nd5.sys
	Netex10.inf
	
	
	

	Fem556na.sys
	Netf56n5.inf
	
	
	

	Fem556nb.sys
	Netfa312.inf
	
	
	

	Fem556ni.sys
	Netfa410.inf
	
	
	

	Fem556n5.sys
	Netfjvi.inf
	
	
	

	Fetnd5.sys
	Netfjvj.inf
	
	
	

	Forehe.sys
	Netfore.inf
	
	
	

	Ibmexmp.sys
	Netforeh.inf
	
	
	

	Iologmsg.dll
	Netgpc.inf
	
	
	

	Ip5515.sys
	Netias.inf
	
	
	

	Ipfltdrv.sys
	Netibm.inf
	
	
	

	Ipinip.sys
	Netibm2.inf
	
	
	

	Ipnat.sys
	Netip6.inf
	
	
	

	Ipsec.sys
	Netiprip.inf
	
	
	

	Irda.sys
	Netirda.inf
	
	
	

	Irenum.sys
	Netirsir.inf
	
	
	

	Irsir.sys
	Netklsi.inf
	
	
	

	Ktc111.sys
	Netktc.inf
	
	
	

	Lanepic5.sys
	Netlanem.inf
	
	
	

	Lmndis3.sys
	Netlanep.inf
	
	
	

	Lne100.sys
	Netlm.inf
	
	
	

	Lne100tx.sys
	Netlm56.inf
	
	
	

	Loop.sys
	Netlnev2.inf
	
	
	

	Mdgndis5.sys
	Netloop.inf
	
	
	

	Mrxdav.sys
	Netlpd.inf
	
	
	

	Mrxsmb.sys
	Netmadge.inf
	
	
	

	Msgpc.sys
	Netmhzn5.inf
	
	
	

	Mxnic.sys
	Netmscli.inf
	
	
	

	N1000645.sys
	Netnb.inf
	
	
	

	N1000nt5.sys
	Netnf3.inf
	
	
	

	N100325.sys
	Netngr.inf
	
	
	

	N100645.sys
	Netnm.inf
	
	
	

	Ndistapi.sys
	Netnovel.inf
	
	
	

	Ndiswan.sys
	Netnwcli.inf
	
	
	

	Ne2000.sys
	Netnwlnk.inf
	
	
	

	Netbios.sys
	Netoc.inf
	
	
	

	Netbt.sys
	Netosi2c.inf
	
	
	

	Netevent.dll
	Netosi5.inf
	
	
	

	Netflx3.sys
	Netpc100.inf
	
	
	

	Netwlan5.sys
	Netpnic.inf
	
	
	

	Ngrpci.sys
	Netpsa.inf
	
	
	

	Nic1394.sys
	Netpschd.inf
	
	
	

	Nmnt.sys
	Netpwr2.inf
	
	
	

	Nwlnkflt.sys
	Netrasa.inf
	
	
	

	Nwlnkfwd.sys
	Netrass.inf
	
	
	

	Nwlnkipx.sys
	Netrast.inf
	
	
	

	Nwlnknb.sys
	Netrlw2k.inf
	
	
	

	Nwlnkspx.sys
	Netrsvp.inf
	
	
	

	Nwrdr.sys
	Netrtpnt.inf
	
	
	

	Otc06x5.sys
	Netrtsnt.inf
	
	
	

	Otceth5.sys
	Netrwan.inf
	
	
	

	Pc100nds.sys
	Netsap.inf
	
	
	

	Pca200e.sys
	Netserv.inf
	
	
	

	Pcmlm56.sys
	Netsis.inf
	
	
	

	Pcntn5hl.sys
	Netsk98.inf
	
	
	

	Pcntn5m.sys
	Netsk_fp.inf
	
	
	

	Pcntpci5.sys
	Netsla30.inf
	
	
	

	Pcx500.sys
	Netsmc.inf
	
	
	

	Psched.sys
	Netsnip.inf
	
	
	

	Ptilink.sys
	Netsnmp.inf
	
	
	

	Rasacd.sys
	Nettb155.inf
	
	
	

	Rasirda.sys
	Nettcpip.inf
	
	
	

	Rasl2tp.sys
	Nettdkb.inf
	
	
	

	Raspppoe.sys
	Nettiger.inf
	
	
	

	Raspptp.sys
	Nettpro.inf
	
	
	

	Raspti.sys
	Nettpsmp.inf
	
	
	

	Rawwan.sys
	Netupnp.inf
	
	
	

	Rdbss.sys
	Netupnph.inf
	
	
	

	Rlnet5.sys
	Netvt86.inf
	
	
	

	Rocket.sys
	Netw840.inf
	
	
	

	Rtl8029.sys
	Netw926.inf
	
	
	

	Rtl8139.sys
	Netw940.inf
	
	
	

	Sisnic.sys
	Netwlan.inf
	
	
	

	Sk98xwin.sys
	Netwlan2.inf
	
	
	

	Skfpwin.sys
	Netwv48.inf
	
	
	

	Sla30nd5.sys
	Netwzc.inf
	
	
	

	Smc8000n.sys
	Netx500.inf
	
	
	

	Smcpwr2n.sys
	Netx56n5.inf
	
	
	

	Srv.sys
	Netxcpq.inf
	
	
	

	Srwlnd5.sys
	
	
	
	

	Tbatm155.sys
	
	
	
	

	Tcpip.sys
	
	
	
	

	Tcpip6.sys
	
	
	
	

	Tdk100b.sys
	
	
	
	

	Tdkcd31.sys
	
	
	
	

	Tjisdn.sys
	
	
	
	

	Tpro4.sys
	
	
	
	

	Usb101et.sys
	
	
	
	

	Vinwm.sys
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	W926nd.sys
	
	
	
	

	W940nd.sys
	
	
	
	

	Wanarp.sys
	
	
	
	

	Wlandrv2.sys
	
	
	
	

	Wlluc48.sys
	
	
	
	

	Xem336n5.sys
	
	
	
	


なる機能性には影響がありません。ただしこれらのファイルを削除すると、Factory.exe、パーティション作成ツール、デバッグ ツール、レジストリ編集ツールといった、必要な機能が失われる可能性があります。
	ファイル名
	説明

	Attrib.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Chkdsk.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Clipsrv.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Diskpart.exe
	パーティション作成ツール (Factory.exe によっても使用されます)

	Dmadmin.exe
	パーティション作成ツール (Factory.exe によっても使用されます)

	Eqndiag.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Eqnlogr.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Eqnloop.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Expand.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Factory.exe
	Factory プレインストール ツール

	Locator.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Notepad.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Ntsd.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Odbcad32.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Odbcconf.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Peer.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Pentnt.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Portmon.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Reg.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Regedit.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Regedt32.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Regsvr32.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Rsvp.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Setup.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Spoolsv.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Taskmgr.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Winpe.bmp
	Windows PE のバックグラウンド ビットマップ ( オプション)

	Xcopy.exe
	一般的なコマンドライン ツール

	Xlog.exe
	一般的なコマンドライン ツール


Windows PE へのコンポーネントの追加
各インストール手順のセクションは、書き込み可能な Windows PE ディレクトリ構造が MKIMG.CMD で作成されていることを前提としています。
Active Directory Services Interface (ADSI)

Active Directory Service Interfaces (ADSI) は、分散コンピューティング環境で複数のネットワーク プロバイダからディレクトリ サービスの機能にアクセスするために使用する COM インターフェイスのセットであり、ネットワーク リソースの管理に単一セットのディレクトリ サービス インターフェイスを使用できるよう提供されています。管理者および開発者は、リソースがどのネットワーク環境にあるかに関係なく、ADSI サービスを使用して、ディレクトリ サービス内のリソースを列挙および管理できます。
ADSI は、分散コンピューティング環境における、新規ユーザーの追加、プリンタの管理、リソースの検索といった、一般的な管理タスクを可能にします。
必要なファイル
· ACTIVEDS.DLL

· ADSIIS.DLL

· ADSIIS51.DLL

· ADSLDP.DLL

· ADSMEXT.DLL

· ADSNT.DLL

· ADSNDW.DLL

· RASSAPI.DLL

· WLDAP32.DLL

· ADSNT.REG

· ADSIX86.INF

インストールの手順
1. 付録 C のリストから、ADSNT.REG および ADSIX86.INF を作成します。
2. 必要なファイルとして挙げたファイルを Windows PE イメージの I386\SYSTEM32 ディレクトリにコピーします。
3. 次のコマンドを実行するバッチ ファイルを作成します。
%SystemRoot%\System32\rundll32.exe setupapi,InstallHinfSection RegADs 132 adsix86.inf

%SystemRoot%\System32\rundll32.exe setupapi,InstallHinfSection RegWinNT 132 adsix86.inf

%SystemRoot%\System32\rundll32.exe setupapi,InstallHinfSection RegLDAP 132 adsix86.inf

%SystemRoot%\System32\rundll32.exe setupapi,InstallHinfSection RegDSO 132 adsix86.inf

%SystemRoot%\System32\rundll32.exe setupapi,InstallHinfSection RegADOLicense 132 adsix86.inf

%SystemRoot%\System32\rundll32.exe setupapi,InstallHinfSection RegMSExt 132 adsix86.inf

regsvr32 %SystemRoot%\System32\activeds.dll

4. reg import %SystemRoot%\System32\adsnt.reg

5. 起動プロセスにバッチ ファイルを挿入します。
ActiveX データ オブジェクト
Microsoft® ActiveX® Data Objects (ADO) を使用すると、OLE DB プロバイダを通じて、クライアント アプリケーションから、データベース サーバーのデータにアクセスしたりデータを操作したりできます。ADO を使用する主な利点は、その使いやすさ、高速さ、メモリのオーバーヘッドの低さ、そしてディスク フットプリントの小ささです。ADO は、クライアント/サーバーおよび Web ベースのアプリケーションを構築するための主要な機能をサポートしています。
メモ
Active Directory および Active Directory Service Interface への ADO アクセスは Windows PE ではサポートされていません。
必要なファイル
· BuildOptionalComponents.vbs

· Windows XP Professional CD

インストールの手順
この手順は、WinPE に起動しているときでなく、インストールされた Windows XP システム上で実行してください。
1. Windows XP Professional CD をドライブに挿入します (例 : D:\)。
2. WinPE の構築ツールがコピーされたディレクトリ (c:\build) に移動します。
3. コマンド ラインで次のように入力します。:

BuildOptionalComponents.vbs /ADO D: [ /q ] [ /e ] [ /64 ]

各部分の意味は次のとおりです。
/ADO – ADO オブジェクト サポートをコンパイルするようスクリプトに指示します。
D:- Windows XP または Windows 2003 ファイルのパス (ネットワーク共有でも構いません)。
/q – [オプション] Quiet モードのスイッチ。
/e – [オプション] 完了したファイルを探索します。
/64 – ia64 システム用に WinPE を構築する場合に使用します。
4. スクリプトが終了すると、ファイルを保存するフォルダがデスクトップ上に作成されます。
WinPE のオプションのコンポーネント ファイル(I386)\i386
                                                                       \System32
                                                                       \registration

これらのファイルを、ローカル ハード ディスクの WinPE フォルダ構造の \i386 ディレクトリにコピーします。  

5. このプロセスによってコンパイルされるファイルのほかに、OC.bat という名前のバッチ ファイルが作成されます。サポートを追加するには、このファイルを実行する必要があります。起動時に自動的に実行されるよう、startnet.cmd ファイルを編集してこのコマンドを追加してください。イメージをローカル ハード ディスクから起動する場合でも、このバッチ ファイルは起動のたびに実行する必要があります。  


HTML アプリケーション
HTML アプリケーション (HTA) は完全なアプリケーションです。信頼されており、Web 開発者が作成したメニュー、アイコン、ツールバー、およびタイトル情報のみを表示します。つまり HTA は、オブジェクト モデル、パフォーマンス、レンダリング能力、プロトコル サポート、チャネル ダウンロード テクノロジといった、すべての Microsoft® Internet Explorer のパワーをあわせ持ちながら、厳格なセキュリティ モデルやブラウザのユーザー インターフェイスを強制することがありません。HTA は、よく知られている HTML および Dynamic HTML (DHTML) を使用して作成できます。
必要なファイル
· BuildOptionalComponents.vbs

· Windows XP Professional CD

インストールの手順
この手順は、WinPE に起動しているときでなく、インストールされた Windows XP システム上で実行してください。
1. Windows XP Professional CD をドライブに挿入します (例 : D:\)。
2. WinPE の構築ツールがコピーされたディレクトリ (c:\build) に移動します。
3. コマンド ラインで次のように入力します。

BuildOptionalComponents.vbs /ADO D: [ /q ] [ /e ] [ /64 ]

各部分の意味は次のとおりです。
/HTA – HTA オブジェクト サポートをコンパイルするようスクリプトに指示します。
D:- Windows XP または Windows 2003 ファイルのパス (ネットワーク共有でも構いません)。
/q – [オプション] Quiet モードのスイッチ。
/e – [オプション] 完了したファイルを探索します。
/64 – ia64 システム用に WinPE を構築する場合に使用します。
4. スクリプトが終了すると、ファイルを保存するフォルダがデスクトップ上に作成されます。
WinPE のオプションのコンポーネント ファイル(I386)\i386
                                                                       \System32
                                                                       \registration

これらのファイルを、ローカル ハード ディスクの WinPE フォルダ構造の \i386 ディレクトリにコピーします。
5. このプロセスによってコンパイルされるファイルのほかに、OC.bat という名前のバッチ ファイルが作成されます。サポートを追加するには、このファイルを実行する必要があります。起動時に自動的に実行されるよう、startnet.cmd ファイルを編集してこのコマンドを追加してください。イメージをローカル ハード ディスクから起動する場合でも、このバッチ ファイルは起動のたびに実行する必要があります。  


Systems Management BIOS 情報 (SMBIOS)
Systems Management BIOS は、何がインストールされていてどのように設定されているかを調べるために、システムにハードウェア設定情報を提供します。また SMBIOS は、Windows Management Instrumentation (WMI) ベースのハードウェアのプロバイダが、提供する情報を取得する場所でもあります。Windows PE では WMI は使用できないため、SMBIOS ツールはシステムから直接情報を取得します。
注意 :

Systems Management BIOS 仕様 2.3x 以降が正しく実装されていないコンピュータもあります。このため、現在の状態の SMBIOS ツールがすべてのメーカーやモデルで動作するとは限りません。
必要なファイル
· SMBIOS.EXE

インストールの手順
1. 必要なファイルをイメージの I386\SYSTEM32 フォルダにコピーします。.

使用方法
SMBIOS ツールの実行に使用する構文は次のとおりです。
SMBIOS [/?] [/t] [/d|/dx|/r|/rx] [/v]

	オプション
	アクション

	/t
	SMBios と DMI Table Entry Point 情報を表示します。 

	/d
	すべてのテーブルとそのデータを表示します。

	/dx
	x タイプのテーブルから情報を表示します。各テーブルの詳細情報については、SMBIOS 仕様 (http://www.dmtf.org/standards/bios.php) を参照してください。

	/r
	すべてのテーブルとそのデータを未処理形式で表示します。

	/rx
	x タイプのテーブルから情報を未処理形式で表示します。

	/v
	詳細モード (デバッグ情報)


Visual Basic ランタイム
必要なファイル
· MSVBWMxx.DLL (xx はバージョン番号です。例 : 50 は 5.0、60 は 6.0)
インストールの手順
1. 起動プロセスに次のコマンドを追加します (xx はバージョンです)
REGSVR32 MSVBVMxx.DLL /S
Windows スクリプト テクノロジ
Windows スクリプト ホストは、Windows オペレーティング システム上であらゆるスクリプト エンジンの実行を可能にする、言語に依存しないホストです。
必要なファイル
· BuildOptionalComponents.vbs

· Windows XP Professional CD

インストールの手順
この手順は、WinPE に起動しているときでなく、インストールされた Windows XP システム上で実行してください。
1. Windows XP Professional CD をドライブに挿入します (例 : D:\)。ｓ
2. WinPE の構築ツールがコピーされたディレクトリ (c:\build) に移動します。
3. コマンド ラインで次のように入力します。

BuildOptionalComponents.vbs /ADO D: [ /q ] [ /e ] [ /64 ]

各部分の意味は次のとおりです。
/WSH – WSH オブジェクト サポートをコンパイルするようスクリプトに指示します。
D:- Windows XP または Windows 2003 ファイルのパス (ネットワーク共有でも構いません)。
/q – [オプション] Quiet モードのスイッチ。
/e – [オプション] 完了したファイルを探索します。
/64 – ia64 システム用に WinPE を構築する場合に使用します。
4. スクリプトが終了すると、ファイルを保存するフォルダがデスクトップ上に作成されます。
WinPE のオプションのコンポーネント ファイル(I386)\i386
                                                                       \System32
                                                                       \registration

これらのファイルを、ローカル ハード ディスクの WinPE フォルダ構造の \i386 ディレクトリにコピーします。
5. このプロセスによってコンパイルされるファイルのほかに、OC.bat という名前のバッチ ファイルが作成されます。サポートを追加するには、このファイルを実行する必要があります。起動時に自動的に実行されるよう、startnet.cmd ファイルを編集してこのコマンドを追加してください。イメージをローカル ハード ディスクから起動する場合でも、このバッチ ファイルは起動のたびに実行する必要があります。    

XML Core Services

カスタマは、Microsoft® XML Core Services (MSXML) を使用して、XML 標準に準拠したほかのアプリケーションとの相互運用性に優れた XML ベースの高性能アプリケーションを構築できます
必要なファイル
· MSXML40.DLL

インストールの手順
その他のアプリケーションおよびコンポーネント
その他のアプリケーションおよびコンポーネントをインストールするには、各種の関連 DLL を登録したり、各種のツールを使用してアプリケーションどうしの依存関係を理解したりするなど、さまざまな試行が必要です。その際、次のようなツールが役立ちます。
· DEPENDS.EXE (Windows サポート ツールに含まれます)
· File Monitor (Sysinternals の FileMon)
· Registry Monitor (Sysinternals の RegMon)
マイクロソフトでは、Windows PE で動作するアプリケーションや動作しないアプリケーションを公表したり保証したりすることはありません。この環境におけるアプリケーションのサポートは、各ベンダから提供されます。
Windows PE の展開
リムーバブル メディア (CD-ROM または DVD-ROM)

MKIMG.CMD プロセスを 1 度実行すると、フォルダ構造が残され、CD 用に追加のコンポーネントやファイルを使用するために変更を加えることができます。また、最初に実行したときに ISO が作成されます。Windows PE に修正を加える場合は、OSCDIMG を再実行して ISO ファイルを作成しなおす必要があります。
イメージが完成したら、ISO-9660 イメージをサポートしている CD 作成ツールを使用して ISO イメージを CD に書き込みます。
リモート インストール サービス
生産を高速化するため、OEM では、リモート インストール サービス (RIS) サーバーを使用して、セットアップ先コンピュータを Windows Preinstallation Environment (Windows PE または WinPE) で起動することができます。RIS は Windows 2000 Server および Windows Server 2003 オペレーティング システムのオプションのコンポーネントです。Windows PE をリモートで起動すると、セットアップ先コンピュータを手動で起動する必要がなくなります。
この方法は、32 ビット バージョンの Windows PE でのみ使用できます。64 ビット バージョンの Windows PE はこの方法をサポートしていません。
ほかの Preboot eXecution Environment (PXE) サーバーやネットワーク起動手段による Windows PE の使用はテストされていません。RIS は、ネットワーク上での Windows PE の起動手段としてサポートされています。
必要条件
次の項目が必要です。
· 同じビルド番号の Windows XP プロダクト CD および Windows PE CD
· 適切に設定された Windows 2000 (SP2) または Windows Server 2003 RIS サーバー
· セットアップ先コンピュータに、PXE 対応のネットワーク インターフェイス カード (NIC) または RIS 起動ディスクがサポートしている NIC
· Windows 2000 または Windows 2003 RIS Server
注意 :

システムを WinPE に起動するために Windows 2000 ベースの RIS サーバーを使用する場合は、Risetup.exe の次のアップデートをインストールする必要があります。


304314 How to Deploy Windows XP Images from Windows 2000 RIS Servers

http://support.microsoft.com/?id=304314
WinPE を Windows 2000 RIS サーバーから正常に起動するために必要なアップデートは、Risetup.exe のみです。サポート技術情報にリストされているその他のアップデート (Riprep.exe) はオプションです。
Windows 2000 RIS サーバーでのインストールを完全に自動化するには、Windows Server 2003 の Startrom.n12 および Oschoice.exe を使用します。インストール ウィザードを実行しているクライアントで [Enter] キーを押すことをシミュレートするため、Startrom.n12 の先頭に <META ACTION=AUTOENTER> タグを追加してください。
RIS イメージの作成と、RIS イメージからの起動
1. RIS サーバー上で、コマンド プロンプトを開き、次のように入力します。
RISetup.exe –add 

2. ソースを求められたら、RISetup を Windows XP プロダクト CD にポイントします。
3. RISetup がイメージをインストールした場所に移動します。
4. たとえば、\\Server_name\Share_name\REMINST\Setup\Language\Images などです。
5. 先ほど作成したイメージのフォルダにある I386 フォルダを開きます。  

6. Windows PE ファイルが保存されている CD またはネットワーク共有に移動し、そこにある I386 フォルダを開きます。
7. Windows PE I386 フォルダの内容を、今開いたリモート インストールの I386 フォルダにコピーします。求められたら、すべてのファイルを上書きします。
8. Windows PE をコピーした I386 フォルダにある Templates フォルダを開きます。 

9. テキスト エディタで RIStndrd.sif ファイルを開き、OSLoadOptions で始まる行に、/minint スイッチを追加します。  

10. RIS クライアントを起動し、手順 1 で作成したオペレーティング システム イメージを選択します。Windows PE が起動します。
注意 : Windows 2000 RIS サーバーを使用すると、Windows PE イメージは、[Tools and Maintenance]メニュー オプションの下でなく、OS イメージとともに現れます。また RIS サーバーは、その RIS サーバーから起動されるすべてのクライアントに MAO を作成します。
非リムーバブル メディア (ハード ドライブ)
カスタム バージョンの Windows Preinstallation Environment (Windows PE または WinPE) をハード ディスク上に置くことができます。こうすると、Windows をプレインストールしたり、ハード ディスク ベースの回復ソリューションを作成したりするのに便利です。
この手順は、「カスタム バージョンの Windows PE の作成」の説明に従って、カスタム バージョンの Windows PE を作成済みであることを前提としています。この手順を完了すると、技術者のコンピュータまたはネットワーク共有の build_location にカスタム バージョンの Windows PE ファイルが作成されます。
起動可能な Windows PE ディスク (32 ビット バージョンの Windows PE) の作成
1. Windows PE CD を使用して、セットアップ先コンピュータを Windows PE に起動します。 

2. フォーマット済みのアクティブなパーティションを作成します。 

3. アクティブなパーティション上で、C:\Minint というディレクトリを作成します。ディレクトリ名は必ず "Minint" にしてください。 

4. build_location\i386 の内容を C:\Minint にコピーします。例 : 
xcopy "C:\Build.x86\i386\*.*" C:\Minint /S
C:\Build.x86 は build_location です。
5. build_location の Ntdetect.com をセットアップ先ハード ディスクのルートにコピーします。例 : 
xcopy "C:\Build.x86\ntdetect.com" C:\
C:\Build.X86 は build_location です。
6. セットアップ先ハード ディスク上で、C:\Minint\setupldr.bin を C:\ntldr にコピーします。例 : 
xcopy "C:\Minint\setupldr.bin" C:\ntldr
7. セットアップ先コンピュータを再起動します。コンピュータが Windows PE で起動されます。
Diskpart を使用してハード ディスクをフォーマットおよびパーティション分割する方法については、「DiskPart コマンド」セクションを参照してください。
WINDOWS PE をハード ディスクにインストールするための小さなパーティションを 1 つと、OS をインストールするためのパーティションをもう 1 つ作成したほうがいい場合もあります。このような設定にすると、システムを起動するメディアを探さずに、災害回復シナリオを利用できます (データ回復、非起動状態でのシステムの修復、コンピュータの再イメージ化など)。ただしこれを実行するには、どちらかのボリュームをアクティブにするため、ハード ディスクの MBR (マスタ ブート レコード) にあるブート エントリを操作する必要があります。また、ユーザーが WINDOWS PE ファイルにアクセスしないよう、Windows PE ボリュームをオペレーティング システムから隠すかまたはアクセス不可能にすることが必要な場合があります。ただしこのためには、必要なブートを可能にするため、サードパーティ ツールを使用してボリュームを隠したり表示したりする必要があります。   

起動可能な Windows PE ディスク (64 ビット バージョンの Windows PE) の作成
1. Windows PE CD を使用して、セットアップ先コンピュータを Windows PE に起動します。
2. data_partition で指定されたプライマリ データ パーティションを作成します。
3. 次の Diskpart.exe コマンドを実行して、efi_partition で指定されたフォーマット済みのアクティブな EFI パーティションを作成します。
select disk 0
select partition 1
assign letter = g
exit
efi_partition は G:\ です。
4. データ パーティション上に、data_partition\Winpe\ia64 という名前のディレクトリを作成します。例 :
C:\Winpe\ia64
data_partition は C:\ です。
5. build_location\ia64 の内容を data_partition\Winpe\ia64 にコピーします。例 : 
xcopy "C:\Build.ia64\ia64\*.*" C:\Winpe\ia64 /hide
C:\Build.ia64 は build_location で、C:\Winpe\ia64 は data_partition です。
6. build_location\ia64\Setupldr.efi を efi_partition にコピーします。例 : 
xcopy "C:\Build.ia64\ia64\Setupldr.efi" G:\
C:\Build.ia64 は build_location で、G:\ は efi_partition です。
7. Setupldr.efi と同じ場所の EFI パーティションに $WinPE$.$$$ という名前の空のファイルを作成します。例 : 
echo blank file >> G:\$Winpe$.$$$
G:\ は efi_partition です。
8. EFI パーティションに置いたこのバージョンの Windows PE からコンピュータを起動するには、Efinvr コマンドを実行します。例 : 
Efinvr /add G:\Setupldr.efi C:\Winpe\ia6
G:\ は efi_partition で、C:\Winpe\ia64 は data_partition です。
9. セットアップ先コンピュータを再起動します。コンピュータが Windows PE で起動されます。
ハード ディスク上にあるオペレーティング システムからコンピュータを起動する場合は、最初に Windows PE CD でコンピュータを起動する代わりに、同様の手順を実行できます。フル機能の Windows オペレーティング システムから Diskpart を実行した場合、Diskpart は EFI パーティションにドライブ名を割り当てることができません。その代わりに、この手順の 2 で、Mountvol コマンドを使用してください。 

例 :
mountvol /s g:

G:\ は efi_partition です。
注意 :

通常セットアップで作成される EFI パーティションのサイズは 300 ～ 400 MB であるため、ローカル ハード ディスクからの起動が必要な場合は、WinPE イメージを保管するのに理想的な場所であるように思えます。しかし、このドキュメントの作成時点では、WinPE イメージを EFI パーティションに置くと、起動不能な WinPE イメージが作成されてしまいます (イメージが停止 0x21a エラーでクラッシュします)。  
よく寄せられる質問
· USB やプリンタ ドライバといった、ネットワーク デバイスと大容量記憶装置以外のドライバを Windows PE に追加できますか。

通常、Windows PE では、大容量記憶装置とネットワーク以外のドライバは動作しません。ドライバは動作しているように見える場合がありますが、重要な依存関係を欠いている場合があり、マイクロソフトではサポートしていません。
· Windows PE ではどんなアプリケーションの実行がサポートされていますか。

アプリケーションのベンダに問い合わせることをお勧めします。ただし、正常に動作しない場合は、依存関係を欠いている可能性があります。
· Windows PE で 16 ビット アプリケーションを実行できません。

Windows PE には 16 ビット VDM/Subsystem が含まれていないため、このようなアプリケーションは機能しません。
· 標準的なディスク イメージング プログラム (Symantec の Ghost や PowerQuest など) は Windows PE で動作しますか。

In order to use these tools with Windows PE, you will need to contact the vendor and obtain a Windows PE でこれらのツールを使用するには、ベンダに連絡して、32 ビット バージョンの製品を入手してください。
· Windows PE でディスクのデフラグ ツールを実行できますか。

現在この機能は使用できません。  
· CLR (Common Language Reference) を Windows PE に追加できますか。

現在はできません。
· Windows PE でワイヤレス ネットワークを使用できますか。

現在リリースされているバージョンの Windows PE では、使用できません。
· Windows PE アンチウイルス アプリケーションを実行できますか。

そのままの状態では実行できません。ほとんどの場合、アンチウイルス アプリケーションを Windows PE で実行するには、リエンジニアの必要があります。
トラブルシューティング
· 再起動しないと、新しく作成したパーティションを Winnt32.exe が認識しません。

Windows PE で Winnt32.exe を実行する場合は、必ず次のコマンド ライン パラメータを使用してください。

/Syspart:<driveletter> /Tempdrive:<driveletter>
· Windows PE で DFS 共有にアクセスできません。

これは Service Pack 1 で修正されています。Windows XP SP1 のスリップストリームしたメディアを使用してイメージを作成し直せば、DFS 共有にアクセスできます。これは、スタンドアロン DFS にのみ適用されます。ドメイン ベースの DFS ルートにはアクセスできません。
· 静的 IP アドレスを使用するとデフォルト ゲートウェイを設定できません。

これは Windows PE の現在の制限事項で、回避方法はありません。
· ビデオ ディスプレイが小さいか、または色が少ないです。

ディスプレイが VESA に準拠していない可能性があります。
· RIS サーバーを使用して Windows PE を起動すると、ローカル サブネットを越えてアクセスすることができません。

これは、Windows XP メディアを使用して Windows PE を作成した場合に発生する問題です。Windows Server 2003 メディアを使用して Windows PE イメージを作成してください。  
· Windows PE でセットアップ (Winnt32.exe) を実行すると、「コピーするファイルの一覧を構築できませんでした。指定されたパスが見つかりません」というメッセージが表示されます。

Winnt32.exe の実行元のパスが "i386" であることを確認してください。例 : \\%server%\share\Winxp\pro\i386..  
· Windows PE を起動すると、“Setup is unable to load %Drivername%.sys file” というエラーが表示されます。

このエラーは、サード パーティの大容量記憶装置ドライバが winpeoem.sif で指定されたにもかかわらず、該当するドライバ ファイルが \system32\drivers ディレクトリにコピーされていない場合に発生します。詳細については、「大容量記憶装置ドライバの追加と削除」セクションを参照してください。
· startnet.cmd ファイルが実行されると、‘Failed to install network adapter – check Winbom file’ というエラーが表示されます。

このエラーは、ネットワーク アダプタをインストールできないことを示しています。次のような状況で発生します。
1. winbom.ini で使用されている [Netcards] セクションが正しい形式になっていないか、または指定されたプラグ アンド プレイ ID が間違っている。
2. *.inf file (およびその他のサポートファイル) が適切な場所にコピーされていない。
3. ネットワーク カードに対応するドライバが Windows PE イメージになく、OEM 供給のドライバが必要である。
  詳細については、「ネットワーク ドライバの追加と削除」セクションを参照してください。   
付録 A コマンド ライン ツール
DiskPart

DiskPart は Windows XP および Windows Server 2003 ファミリに含まれているテキストモードのコマンド インタープリタです。このツールを使用して、スクリプトまたはコマンド プロンプトからの直接入力により、ディスク、パーティション、ボリュームといったオブジェクトを管理できます。ディスク、パーティション、またはボリュームで DiskPart コマンドを使用するには、まずオブジェクトをリストしてから選択し、そのオブジェクトにフォーカスを移動します。オブジェクトにフォーカスが移動されると、入力するすべての DiskPart コマンドがそのオブジェクト上で実行されます。
使用可能なオブジェクトをリストして、オブジェクトの番号またはドライブ名を指定するには、list disk、list volume、および list partition コマンドを使用します。list disk および list volume コマンドは、コンピュータ上にあるすべてのディスクとボリュームを表示します。しかし list partition コマンドは、フォーカスされたディスク上のパーティションのみを表示します。list コマンドを使用すると、フォーカスされたオブジェクトの横にアスタリスク (*) が表示されます。オブジェクトは、disk 0、partition 1、volume 3、volume C のように、数字またはドライブ名で選択できます。
オブジェクトを選択すると、ほかのオブジェクトを選択するまで、そのオブジェクトにフォーカスが残ります。たとえば、フォーカスが disk 0 にあるときに、disk 2 の volume 8 を選択すると、フォーカスが disk 0 から disk 2 の volume 8 に移動します。自動的にフォーカスを変更するコマンドもあります。たとえば新しいパーティションを作成すると、フォーカスが自動的に新しいパーティションに移動します。
フォーカスは、選択したディスクのパーティションにのみ移動できます。パーティションがフォーカスされると、関連付けられたボリュームがあればそれもフォーカスされます。ボリュームがフォーカスされると、そのボリュームが特定の 1 つのパーティションにマップされている場合は、関連付けられたディスクとパーティションもフォーカスされます。そうでない場合は、ディスクとパーティションのフォーカスは失われます。
DiskPart の詳細については、Microsoft Windows Resource Kits Web サイト (http://www.microsoft.com/) にある「Disk Management」を参照してください。
DiskPart コマンド
次の表に、DiskPart コマンドの構文とパラメータをまとめます。
	コマンド
	構文
	説明

	active
	active
	ベーシック ディスク上で、パーティションをフォーカスでマークし、アクティブになっていることを示します。これにより、パーティションまたはボリュームが有効なシステム パーティションまたはシステム ボリュームであることが、基本入出力システム (BIOS) および Extensible Firmware Interface (EFI) に通知されます。 

アクティブとしてマークできるのはパーティションのみです。
[image: image1]重要
DiskPart は、そのパーティションがオペレーティング システムの起動ファイルを格納する能力を持っているかどうかだけを検証します。パーティションの内容は確認しません。オペレーティング システムの起動ファイルが格納されていないパーティションを誤って "active" とマークした場合、コンピュータが起動しない場合があります。 

	add disk
	add disk=n [noerr]
	フォーカスされたシンプル ボリュームを、指定されたディスクにミラーリングします。 

n 
ミラーを格納するディスクを指定します。ミラーリングできるのは、シンプル ボリュームのみです。指定するディスクには、少なくともミラーリングするシンプル ボリュームと同じ容量の未割り当て領域が必要です。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	assign
	assign [{letter=d|mount=path}] [noerr]
	フォーカスされたボリュームに、ドライブ名またはマウント ポイントを割り当てます。ドライブ名もマウント ポイントも指定されていない場合は、次に使用可能なドライブ名が割り当てられます。割り当てられたドライブ名またはマウント ポイントがすでに使用されている場合は、エラーが生成されます。 

assign コマンドを使用して、リムーバブル ドライブに関連付けられたドライブ名を変更できます。
システム ボリューム、ブート ボリューム、およびページング ファイルを含むボリュームには、ドライブ名を割り当てられません。また、OEM パーティションや、基本データ パーティション以外の GPT パーティションには、ドライブ名を割り当てられません。
letter=d 
ボリュームに割り当てるドライブ名を指定します。 

mount=path 
ボリュームに割り当てるマウント ポイントのパスを指定します。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	break disk
	break disk=n [nokeep] [noerr]
	ダイナミック ディスクのみに適用します。フォーカスされたミラー ボリュームを、2 つのシンプル ボリュームに分割します。一方のシンプル ボリュームが、ミラー ボリュームのドライブ名およびマウント ポイントを保持し、もう一方のシンプル ボリュームが、ドライブ名を割り当てられるよう、フォーカスを受け取ります。 

既定では、分割されたミラーの双方の内容が保持され、それぞれがシンプル ボリュームとなります。nokeep パラメータを使用すると、ミラーの一方のみがシンプル ボリュームとして保持され、もう一方は削除されて空きスペースに変換されます。この場合、どちらのボリュームもフォーカスされません。
n 
ミラー ボリュームを格納するディスクを指定します。 

nokeep 
ミラー ボリュームの一方だけが保持されるよう指定します。もう一方のシンプル ボリュームは削除され、空きスペースに変換されます。この場合、どちらのボリュームもフォーカスされません。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	clean
	clean [all]
	フォーカスされたディスクから、すべてのパーティションまたはボリュームのフォーマットを削除します。マスタ ブート レコード (MBR) ディスクでは、MBR パーティション情報および隠されたセクタ情報のみが上書きされます。GUID パーティション テーブル (GPT) ディスクでは、Protective MBR を含む GPT パーティション情報が上書きされます。ここには隠されたセクタ情報はありません。 

all 
ディスクのすべてのセクタをゼロにするよう指定します。これにより、ディスクに格納されているすべてのデータが完全に削除されます。 

	convert basic
	convert basic [noerr]
	空のダイナミック ディスクをベーシック ディスクに変換します。 

[image: image2]重要
· ダイナミック ディスクに変換する場合は、ディスクが空になっている必要があります。ディスクを変換する前に、データをバックアップし、すべてのパーティションまたはボリュームを削除してください。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	convert dynamic
	convert dynamic [noerr]
	ベーシック ディスクをダイナミック ディスクに変換します。ディスクにある既存のパーティションはすべてシンプル ボリュームになります。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	convert gpt
	convert gpt [noerr]
	Itanium ベースのコンピュータ上で、マスタ ブート レコード (MBR) パーティション スタイルの空のベーシック ディスクを、GUID パーティション テーブル (GPT) パーティション スタイルのベーシック ディスクに変換します。 

[image: image3]重要
·  GPT ディスクに変換する場合は、ディスクが空になっている必要があります。ディスクを変換する前に、データをバックアップし、すべてのパーティションまたはボリュームを削除してください。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	convert mbr
	convert mbr [noerr]
	Itanium ベースのコンピュータ上で、GUID パーティション テーブル (GPT) パーティション スタイルの空のベーシック ディスクを、マスタ ブート レコード (MBR) パーティション スタイルのベーシック ディスクに変換します。 

[image: image4]重要
·  MBR ディスクに変換する場合は、ディスクが空になっている必要があります。ディスクを変換する前に、データをバックアップし、すべてのパーティションまたはボリュームを削除してください。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	create partition efi
	create partition efi [size=n] [offset=n] [noerr]
	Itanium ベースのコンピュータ上で、GUID パーティション テーブル (GPT) ディスクに Extensible Firmware Interface (EFI) システム パーティションを作成します。パーティションを作成すると、新しいパーティションにフォーカスが移動します。 

size=n 
パーティションのサイズをメガバイト (MB) 単位で指定します。サイズを指定しないと、現在の範囲に空きスペースがなくなるまでパーティションが広げられます。 

offset=n 
パーティションを作成するバイト オフセットを指定します。オフセットを指定しない場合は、パーティションを格納するのに十分な大きさの最初のディスク範囲にパーティションが置かれます。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	create partition extended
	create partition extended [size=n] [offset=n] [noerr]
	現在のドライブに、拡張パーティションを作成します。パーティションを作成すると、新しいパーティションに自動的にフォーカスが移動します。各ディスクに作成できる拡張パーティションは 1 つです。ほかの拡張パーティション内に拡張パーティションを作ろうとすると、このコマンドはエラーを起こします。論理ドライブを作成するには、その前に拡張パーティションを作成する必要があります。 

size=n 
拡張パーティションのサイズをメガバイト (MB) 単位で指定します。サイズを指定しないと、その範囲に空きスペースがなくなるまでパーティションが広げられます。サイズは、最も近いシリンダの境界に調整されます。たとえば、500 MB と指定すると、パーティション サイズは 504 MB になります。 

offset=n 
マスタ ブート レコード (MBR) ディスクのみに適用されます。拡張パーティションを作成するバイト オフセットを指定します。オフセットを指定しない場合は、ディスクの最初の空きスペースの先頭からパーティションが開始されます。オフセットは、最も近いシリンダの境界に調整されます。たとえば、シリンダ サイズが 8 MB の場合に、27 MB というオフセットを指定すると、オフセットは 24 MB の境界に調整されます。
noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	create partition logical
	create partition logical [size=n] [offset=n] [noerr]
	拡張パーティション内に論理ドライブを作成します。パーティションを作成すると、新しい論理ドライブに自動的にフォーカスが移動します。 

size=n 
論理ドライブのサイズをメガバイト (MB) 単位で指定します。サイズを指定しないと、現在の範囲に空きスペースがなくなるまでパーティションが広げられます。 

offset=n 
マスタ ブート レコード (MBR) ディスクのみに適用されます。論理ドライブを作成するバイト オフセットを指定します。オフセットは、使用されるシリンダ サイズを完全に埋めるよう調整されます。オフセットを指定しない場合は、パーティションを格納するのに十分な大きさの最初のディスク範囲にパーティションが置かれます。パーティションは、size=n で指定したバイト数以上の長さを持っている必要があります。論理ドライブのサイズを指定する場合は、拡張パーティションより小さくしてください。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	create partition msr
	create partition msr [size=n] [offset=n] [noerr]
	Itanium ベースのコンピュータ上で、GUID パーティション テーブル (GPT) ディスクに Microsoft 予約 (MSR) パーティションを作成します。 

[image: image5]注意
· create partition msr コマンドは慎重に使用してください。GPT ディスクは、特定のパーティション レイアウトを必要としますので、Microsoft 予約パーティションを作成することで、ディスクが読み取り不可能になる場合があります。Windows XP 64-Bit Edition または 64 ビット バージョンの Windwos Server 2003 ファミリの起動に使用される GPT ディスクでは、EFI システム パーティションがディスクの最初のパーティションとなり、その後 Microsoft 予約パーティションが続きます。データ記憶域としてのみ使用されている GPT には EFI システム パーティションはなく、Microsoft 予約パーティションが最初のパーティションとなります。 

Windows XP および Windows Server 2003 ファミリは、Microsoft 予約パーティションをマウントしません。これらのパーティションにデータを保管したり、これらのパーティションを削除したりすることはできません。
size=n 
パーティションのサイズをメガバイト (MB) 単位で指定します。パーティションは、size=n で指定したバイト数以上の長さを持っている必要があります。サイズを指定しないと、現在の範囲に空きスペースがなくなるまでパーティションが広げられます。 

offset=n 
パーティションを作成するバイト オフセットを指定します。パーティションは、offset=n で指定したバイト オフセットで開始されます。オフセットは、使用されるセクタ サイズを完全に埋めるよう調整されます。オフセットを指定しない場合は、パーティションを格納するのに十分な大きさの最初のディスク範囲にパーティションが置かれます。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	create partition primary
	create partition primary [size=n] [offset=n] [ID={byte|GUID}] [noerr]
	現在のベーシック ディスクにプライマリ パーティションを作成します。パーティションを作成すると、新しいパーティションに自動的にフォーカスが移動します。パーティションにはドライブ名は与えられません。ドライブ名を割り当てるには、assign コマンドを使用してください。 

size=n 
パーティションのサイズをメガバイト (MB) 単位で指定します。サイズを指定しないと、現在の範囲に未割り当てスペースがなくなるまでパーティションが広げられます。サイズは、最も近いシリンダの境界に調整されます。たとえば、500 MB と指定すると、パーティション サイズは 504 MB になります。 

offset=n 
パーティションを作成するバイト オフセットを指定します。オフセットを指定しない場合は、ディスクの最初の空きスペースの先頭からパーティションが開始されます。マスタ ブート レコード (MBR) ディスクの場合は、オフセットは、最も近いシリンダの境界に調整されます。たとえば、シリンダ サイズが 8 MB の場合に、27 MB というオフセットを指定すると、オフセットは 24 MB に調整されます。 

ID={byte|GUID} 
OEM での使用のために提供されています。 

[image: image6]注意
· このパラメータを使用してパーティションを作成すると、コンピュータがクラッシュしたり、起動できなくなったりすることがあります。OEM および GPT ディスクに精通している IT プロフェッショナル以外は、ID=byte | GUID パラメータを使用して GPT ディスクにパーティションを作成しないでください。GPT ディスクでの EFI システム パーティションの作成には create partition efi コマンド、Microsoft 予約パーティションの作成には create partition msr コマンド、プライマリ パーティションの作成には create partition primary コマンド (ID=byte | GUID パラメータなし) を使用してください。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

コメント
OEM パーティションによる GPT ディスクのパーティション分割
1. OEM-GUID を生成します。 

2. EFI パーティションを作成するには、次のコマンドを実行します。 

Create partition efi size=n
3. プライマリ パーティションを作成するには、次のコマンドを実行します。 

Create partition primary size=n ID={byte|GUID}
4. MSR パーティションを作成するには、次のコマンドを実行します。 

Create partition MSR size=n
[image: image7]重要
· OEM パーティションは、EFI および MSR パーティションの間に作成してください。
· LDM メタデータや LDM データ パーティションを明示的にパーティションとして作成しないでください。その代わりに、ディスクをダイナミック ディスクに変換してください。 

マスタ ブート レコード (MBR) ディスクの場合は、パーティションのパーティション タイプのバイトを 16 進数形式で指定できます。MBR ディスクでパーティション タイプのバイトを指定しないと、create partition primary コマンドは、0x6 タイプのパーティションを作成します。ID=byte | GUID パラメータでは、どのようなパーティション タイプのバイトでも指定できます。DiskPart は、パーティション タイプのバイトの有効性は検証しません。また、ID パラメータに関するその他の検証も行いません。
GPT ディスクでは、作成するパーティションにパーティション タイプ GUID を指定できます。 

· EFI システム パーティション : c12a7328-f81f-11d2-ba4b-00a0c93ec93b 
· Microsoft 予約パーティション : e3c9e316-0b5c-4db8-817d-f92df00215ae 
· 基本データ パーティション : ebd0a0a2-b9e5-4433-87c0-68b6b72699c7 
· ダイナミック ディスクの LDM メタデータ パーティション : 5808c8aa-7e8f-42e0-85d2-e1e90434cfb3 
· ダイナミック ディスクの LDM データ パーティション : af9b60a0-1431-4f62-bc68-3311714a69ad 
パーティションの種類として GUID を指定しないと、create partition primary コマンドは、基本データ パーティションを作成します。ID=byte | GUID パラメータでは、どのようなパーティションの種類でも指定できます。DiskPart は、パーティションの種類の GUID の有効性は検証しません。また、ID パラメータに関するその他の検証も行いません。

	create volume raid
	create volume raid [size=n] [disk=n,n,n[,n,…]] [noerr]
	指定された 3 つ以上のダイナミック ディスクに RAID-5 ボリュームを作成します。ボリュームを作成すると、新しいボリュームに自動的にフォーカスが移動します。 

size=n 
ボリュームが各ディスク上で占有するディスク容量をメガバイト (MB) で指定します。サイズを指定しないと、可能な限り最大の RAID-5 ボリュームが作成されます。連続する使用可能空きスペースが最も小さいディスクによって RAID-5 ボリュームのサイズが決められ、各ディスクから同じサイズのスペースが割り当てられます。一部がパリティに利用されるため、実際に使用可能な RAID-5 ボリュームのディスク容量はこれらを合わせた容量より少なくなります。 

disk=n,n,n[,n,…] 
ボリュームを作成するダイナミック ディスクを指定します。RAID-5 ボリュームを作成するには、最低 3 つのダイナミック ディスクが必要です。各ディスク上で、size=n と同じ容量が割り当てられます。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	create volume simple
	create volume simple [size=n] [disk=n] [noerr]
	シンプル ボリュームを作成します。ボリュームを作成すると、新しいボリュームに自動的にフォーカスが移動します。 

size=n 
ボリュームのサイズをメガバイト (MB) 単位で指定します。サイズを指定しないと、新しいボリュームはディスク上の残りの空き容量をすべて使用します。 

disk=n 
ボリュームを作成するダイナミック ディスクを指定します。ディスクを指定しないと、現在のディスクが使用されます。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	create volume stripe
	create volume stripe [size=n] [disk=n,n[,n,…]] [noerr]
	指定された 2 つ以上のダイナミック ディスクを使用してストライプ ボリュームを作成します。ボリュームを作成すると、新しいボリュームに自動的にフォーカスが移動します。 

size=n 
ボリュームが各ディスク上で占有するディスク容量をメガバイト (MB) で指定します。サイズを指定しないと、新しいボリュームは最小のディスクの残り空き容量をすべて使用し、以後の各ディスクでも同じ容量を使用します。 

disk=n,n[,n,…] 
ボリュームを作成するダイナミック ディスクを指定します。ストライプ ボリュームを作成するには、最低 2 つのダイナミック ディスクが必要です。各ディスク上で、size=n と同じ容量が割り当てられます。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	delete disk
	delete disk [noerr] [override]
	存在しないダイナミック ディスクをディスク リストから削除します。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

override 
このパラメータを使用すると、DiskPart がディスク上のすべてのシンプル ボリュームを削除できるようになります。ディスク内に、ミラー ボリュームのどちらかが含まれている場合は、ミラーの一方が削除されます。ディスクが RAID-5 ボリュームのメンバである場合、delete disk override コマンドは失敗します。 

	delete partition
	delete partition [noerr] [override]
	ベーシック ディスク上で、フォーカスされているパーティションを削除します。システム パーティション、ブート パーティション、およびアクティブ ページング ファイルやクラッシュ ダンプ (メモリ ダンプ) を含むパーティションは、削除できません。 

[image: image8]注意
· ダイナミック ディスクのパーティションを削除すると、ディスク上のすべてのダイナミック ボリュームが削除されることがあり、その場合、すべてのデータが破壊され、ディスクが破損状態になります。このため、ダイナミック ボリュームを削除する場合は、delete volume コマンドを使用してください。 

ダイナミック ディスクからパーティションを削除することはできますが、作成することはできません。たとえば、ダイナミック GPT ディスク上で、認識されていない GUID パーティション テーブル (GPT) パーティションを削除することは可能です。しかし、そのようなパーティションを削除しても、空きスペースが利用可能になることはありません。このコマンドは、clean コマンドが使用できないような緊急事態に、破損したオフライン ダイナミック ディスクのスペースの再生利用を可能にするために提供されています。
noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

override 
このパラメータを使用すると、DiskPart が、種類に関係なく、どのパーティションでも削除できるようになります。通常、DiskPart では、既知のデータ パーティションだけを削除できます。 

	delete volume
	delete volume [noerr]
	選択したボリュームを削除します。システム ボリューム、ブート ボリューム、およびアクティブ ページング ファイルやクラッシュ ダンプ (メモリ ダンプ) を含むボリュームは、削除できません。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	detail disk
	detail disk
	選択したディスクのプロパティおよびディスクのボリュームを表示します。 

	detail volume
	detail volume
	現在のボリュームが置かれているディスクを表示します。

	exit
	exit
	DiskPart コマンド インタープリタを終了します。

	extend
	extend [size=n] [disk=n] [noerr]
	フォーカスされたボリュームを、連続する次の未割り当て領域に拡張します。ベーシック ボリュームの場合、未割り当ての領域が同じディスク上になければならず、フォーカスされたパーティションよりも高いセクタ オフセットが設定されている必要があります。ダイナミック シンプル ボリュームまたはスパン ボリュームは、任意のダイナミック ディスク上にある空きスペースに拡張できます。このコマンドを使用して、既存のボリュームを新しく作成したスペースに拡張できます。 

パーティションがすでに NTFS ファイル システムでフォーマットされている場合、ファイル システムは、より大きなパーティションを占有するよう自動的に拡張されます。データの損失は生じません。パーティションがすでに NTFS 以外のファイル システムでフォーマットされている場合は、コマンドが失敗し、パーティションは変更されません。
現在のシステムやブート パーティションは拡張できません。
size=n 
現在のパーティションに追加するスペースのサイズをメガバイト (MB) で指定します。サイズを指定しないと、ディスクは、連続する次の未割り当て領域のすべてを使用するよう拡張されます。 

disk=n 
ボリュームを拡張するダイナミック ディスクを指定します。ディスク上で、size=n と同じ容量が割り当てられます。ディスクを指定しないと、ボリュームは現在のディスク上で拡張されます。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	help
	help
	使用可能なコマンドのリストを表示します。

	import
	import [noerr]
	外部ディスク グループを、ローカル コンピュータのディスク グループにインポートします。import コマンドは、フォーカスされたディスクと同じグループのすべてのディスクをインポートします。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	inactive
	inactive
	ベーシック マスタ ブート レコード (MBR) ディスク上で、フォーカスされたシステム パーティションまたはブート パーティションを非アクティブとマークします。コンピュータを再起動すると、CD-ROM ドライブまたは Pre-Boot eXecution Environment (PXE) ベースの起動環境 (リモート インストール サービス (RIS) など) といった、BIOS で次に指定されているオプションで起動されます。 

[image: image9]注意
· アクティブなパーティションがないとコンピュータが起動しない場合があります。Windows Server 2003 ファミリを熟知している経験豊富な方以外は、システムやブート パーティションを非アクティブにマークしないでください。 

システム パーティションまたはブート パーティションを非アクティブとマークした後でコンピュータが起動できなくなった場合は、回復コンソール内で Fixmbr または Fixboot コマンドを使用して修復を試みてください。

	list disk
	list disk
	ディスクと、それらに関する情報がリストされます。情報には、サイズ、使用可能な空き容量、ベーシック ディスクかダイナミック ディスクか、ディスクがマスタ ブート レコード (MBR) を使用するか、GUID パーティション テーブル (GPT) パーティション スタイルを使用するか、などが含まれます。アスタリスク (*) が付けられたディスクがフォーカスされています。

	list partition
	list partition
	現在のディスクのパーティション テーブルにリストされているパーティションを表示します。ダイナミック ディスクでは、これらのパーティションが、ディスク上のダイナミック ボリュームに対応しない場合があります。ダイナミック ディスクにシステム ボリュームやブート ボリュームがある場合、それらのエントリがパーティション テーブルに含まれるため、このような不一致が生じます。またダイナミック ディスクには、ダイナミック ボリュームでの使用を目的としてスペースを予約するために、ディスク内の残りの領域を占有するパーティションが存在します。

	list volume
	list volume
	すべてのディスク上のベーシック ボリュームとダイナミック ボリュームのリストを表示します。 

	online
	online [noerr]
	フォーカスされたオフラインのディスクまたはボリュームをオンラインにします。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	rem
	rem
	スクリプトにコメントを追加する手段を提供します。例 :  

rem These commands set up 3 drives.
create partition primary size=2048
assign d:
create partition extend
create partition logical size=2048
assign e:
create partition logical
assign f:

	remove
	remove [{letter=d|mount=path [all]}] [noerr]
	フォーカスされたボリュームから、ドライブ名またはマウント ポイントを削除します。all パラメータを使用すると、現在のドライブ名とマウントポイントがすべて削除されます。ドライブ名またはマウント ポイントを指定しないと、DiskPart は、最初に見つかったドライブ名またはマウント ポイントを削除します。 

remove コマンドを使用して、リムーバブル ドライブに関連付けられたドライブ名を変更できます。システム ボリューム、ブート ボリューム、およびページング ボリュームのドライブ名は削除できません。また、OEM パーティションのドライブ名、認識されない GUID を持つ GPT パーティション、および EFI システム パーティションといったデータ以外の特別な GPT パーティションは削除できません。
letter=d 
削除するドライブ名を指定します。 

mount=path 
削除するマウント ポイント パスを指定します。 

all 
現在のドライブ名およびマウント ポイントをすべて削除します。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	repair disk
	repair disk=n [noerr]
	エラーを起こした RAID-5 メンバを、指定されたダイナミック ディスクと置き換えて、フォーカスされた RAID-5 ボリュームを修復します。指定されたダイナミック ディスクには、エラーを起こした RAID-5 メンバの合計サイズ以上の空き容量が必要です。 

n 
エラーを起こした RAID-5 メンバを置き換えるダイナミック ディスクを指定します。指定されたディスクには、エラーを起こした RAID-5 メンバの合計サイズ以上の空き容量が必要です。 

noerr 
スクリプトで使用します。エラーが発生した場合にも、エラーが発生していないかのように DiskPart がコマンドの処理を続行するよう指定します。noerr パラメータを使用しないと、エラーが発生した場合、DiskPart がエラー コードで終了します。 

	rescan
	rescan
	コンピュータに追加された可能性のある新しいディスクを検索します。

	retain
	retain
	既存のダイナミック シンプル ボリュームをブート ボリュームまたはシステム ボリュームとして使用するために準備します。 

x86 ベースのコンピュータでは、フォーカスされたダイナミック シンプル ボリュームのマスタ ブート レコード (MBR) にパーティション エントリを作成します。MBR パーティションを作成するには、ダイナミック シンプル ボリュームをシリンダに揃えたオフセットで起動することと、ダイナミック シンプル ボリュームのサイズがシリンダの合計数であることが必要です。
Itanium ベースのコンピュータでは、フォーカスされたダイナミック シンプル ボリュームの GUID パーティション テーブル (GPT) にパーティション エントリを作成します。
[image: image10]注意
retain コマンドは、無人セットアップおよび OEM での使用のみを目的として提供されています。 

	select disk
	select disk=[n]
	指定したディスクを選択し、フォーカスを移します。 

n 
フォーカスするディスクの番号を指定します。ディスク番号を指定しないと、select コマンドは、現在フォーカスされているディスクをリストします。コンピュータ上にあるすべてのディスクの番号を表示するには、list disk コマンドを使用します。 

	select partition
	select partition=[{n|d}]
	指定したパーティションを選択し、フォーカスを移します。パーティションを指定しないと、select コマンドは、現在フォーカスされているパーティションをリストします。現在のディスク上にあるすべてのパーティションの番号を表示するには、list partition コマンドを使用します。 

n 
フォーカスするパーティションの番号を指定します。 

d 
フォーカスするパーティションのドライブ名またはマウント ポイント パスを指定します。 

	select volume
	select volume=[{n|d}]
	指定したボリュームを選択し、フォーカスを移します。ボリュームを指定しないと、select コマンドは、現在フォーカスされているボリュームをリストします。ボリュームは、番号、ドライブ名、またはマウント ポイント パスで指定できます。ベーシック ディスクでは、ボリュームを選択すると、対応するパーティションもフォーカスされます。コンピュータ上にあるすべてのボリュームの番号を表示するには、list volume コマンドを使用します。 

n 
フォーカスするボリュームの番号を指定します。 

d 
フォーカスするボリュームのドライブ名またはマウント ポイント パスを指定します。 


DiskPart のスクリプト
DiskPart のコマンドライン ツールを使用して、ボリュームの作成やダイナミック ディスクへの変換といったディスク関連タスクを自動化するためのスクリプトを作成できます。無人セットアップや Sysprep を使用して Windows を展開する場合は、ブート ボリューム以外のボリュームの作成をサポートしていないため、これらのタスクをスクリプト化すると便利です。
DiskPart スクリプトの詳細については、Microsoft Windows XP Professional Resource Kit の 「Disk Management」を参照してください。
DiskPart スクリプトを起動するには、コマンド プロンプトで次のように入力します。
DiskPart /S scriptname.txt
scriptname.txt は、スクリプトを記載したテキスト ファイルの名前です。
DiskPart のスクリプト出力をファイルにリダイレクトするには、次のように入力します。
DiskPart /S scriptname.txt > logfile.txt

logfile.txt は、DiskPart が出力を書き込むためのテキスト ファイルの名前です。
DiskPart が開始されると、DiskPart のバージョンとコンピュータ名がコマンド プロンプトに表示されます。既定では、noerr パラメータを指定しない限り、スクリプト化されたタスクの実行中に DiskPart がエラーを検出すると、DiskPart はスクリプトの処理を停止し、エラー コードを表示します。ただし、noerr パラメータを指定していても、DiskPart が構文エラーを検出した場合は、エラーが返されます。noerr パラメータを使用すると、単一のスクリプトを使用してディスクの合計数に関係なくすべてのディスク上のすべてのパーティションを削除するといった、便利なタスクを実行することができます。
次の表に、DiskPart のエラー コードをまとめます。
	エラー
	説明

	0
	エラーは発生していません。スクリプトはすべて正常に実行されました。

	1
	致命的な例外が発生しました。重大な問題が存在する可能性があります。

	2
	DiskPart コマンドに指定されたパラメータが正しくありません。

	3
	DiskPart は、指定されたスクリプト ファイルまたは出力ファイルを開くことができませんでした。

	4
	DiskPart が使用するサービスのいずれかがエラーを返しました。

	5
	コマンド構文エラーが発生しました。オブジェクトが不適切に選択されたか、またはそのコマンドで使用できないため、スクリプトが失敗しました。


DskImage
32 ビット オペレーティング システムを実行しているコンピュータから 64 ビット バージョンの Windows PE を構築できます。ただし、64 ビット Windows PE CD では追加の手順が 1 つ必要です。ファイル Setupldr.efi をフロッピー ディスクにコピーし、その後 Dskimage ツールを使用してフロッピー ディスクのイメージを作成します。1.44 MB フロッピー ディスクのイメージを作成した後、Etfsboot.com を渡すのと同じ方法で、そのイメージ ファイルを引数として Oscdimg に渡します。
例 :
copy C:\Build.ia64\ia64\Setupldr.efi A:

dskimage A: .\Efisys.bin

oscdimg -b.\Efisys.bin -n C:\Build.ia64 C:\64_winpe.iso

The syntax of the Dskimage tool:

dskimage drive_letter image_file
	オプション
	説明

	drive_letter
	setupild.efi を格納したフロッピー ドライブのドライブ名

	image_file
	Oscdimg に渡すイメージ ファイルの名前


Factory
Factory ツールは 2 つの方法で使用できます。Windows Preinstallation Environment (WinPE) のコマンドライン ツールから使用する方法と、Sysprep 内から使用する方法です。
Factory ツールを使用すると、ドライバの更新、プラグ アンド プレイ列挙の実行、アプリケーションのインストール、テスト、カスタマ データを使用したコンピュータの設定、その他 factory 環境での設定変更などを実行できます。ディスク イメージング (クローニング) ソフトウェアを使用している場合は、Factory.exe を効果的に使用することで、必要なイメージの数を減らすことができます。
Sysprep での Factory ツールの実行
Sysprep から Factory ツールを実行するには、次の構文を使用します。
sysprep -factory
このコマンドを実行すると、[Windows へようこそ] またはミニセットアップを表示せずに、ネットワークが有効化された状態で再起動します。
Factory モードでの一連のタスクが完了したら、-reseal オプションで Sysprep を実行し、コンピュータをエンド ユーザーに提供する準備を行います。
Windows PE での Factory ツールの実行
Factory ツールの構文は次のとおりです。
factory {-minint | -winpe}

	オプション
	アクション

	-minint
	プラグ アンド プレイを使用してネットワーク インターフェイス カード (NIC) をインストールします。

	-winpe
	Winbom.ini ファイルを探し、次のセクションをこの順序で処理します。 

· [WinPE.Net] 
· [DiskConfig] 
· [OEMRunOnce] 
· [OEMRun] 
· [WinPE] の Restart エントリ以外
· [UpdateSystem] 
· [WinPE] の Restart エントリ


Winbom.ini ファイルの検索
Factory.exe は、次の場所でこの順序で Winbom.ini ファイルを検索します。
1. フロッピー ディスク ドライブといった、CD-ROM ドライブ以外のリムーバブル メディア ドライブのルート。
2. すべての CD-ROM ドライブのルート。
3. Factory.exe のある場所 (通常は %SYSTEMDRIVE%\Sysprep フォルダ)。
4. %SYSTEMDRIVE% のルート
 メモ
· Factory.exe が Windows Preinstallation Environment (Windows PE または WinPE) で実行されている場合、コンピュータは、[WinPE.Net] セクションを含む Winbom.ini ファイルを処理するまで、ネットワークにアクセスできません。
· Windows PE は、OEM、および Systems Pool の Software Assurance Membership の Enterprise Agreements または Select Agreements 契約を結んでいる企業にライセンス提供されます。
· Factory.exe で使用された後のパスとファイル名は、レジストリ キー HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Factory\Winbom に格納されます。
Winbom.ini ファイルが見つかると、Factory ツールは [Factory] セクションの WinbomType エントリの値を読み取ります。
WinbomType の値が Factory.exe の現在のモード (Factory、WinPE、または OOBE) と一致しない場合、Winbom.ini ファイルは無視され、Factory ツールは Winbom.ini ファイルの検索を続行します。WinbomType の値が現在のモードと一致しない場合、Factory ツールは [Factory] セクションの NewWinbom エントリの値を読み取ります。NewWinbom に値が指定され、NewWinBom で指定された場所に Winbom.ini ファイルが見つかると、Factory ツールはその Winbom.ini ファイルの NewWinbom エントリを調べます。
このサイクルは、最大 10 回、または Factory ツールが NewWinbom エントリを含まない Winbom.ini ファイルを見つけるまで、繰り返されます。その後 Factory ツールは、最後に見つかった Winbom.ini ファイルの設定を使用して、引き続き実行されます。
Factory モードで Sysprep を実行すると、NewWinbom は起動するごとに 1 回だけ処理されます。
目的の Winbom.ini ファイルが見つかった後、コンピュータは、[WinPE.Net] セクションの指定内容に従ってネットワークに接続します。プラグ アンド プレイはネットワーク アダプタのみをインストールし、Factory ツールはネットワーク サービスをインストールしてネットワーク プロトコルをバインドします。
Mkimg
このコマンドは、Windows XP Home Edition、Windows Datacenter Server 2003、および Windows Web Server 2003 以外のあらゆる Windows XP または Windows Server 2003, Standard Edition プロダクト CD から Windows Preinstallation Environment (Windows PE または WinPE) のファイル セットを構築し、またオプションでファイルの .iso イメージも作成します。その後その .iso ファイルを CD-ROM に書き込むことができます。CD イメージ作成プロセスは、数分間かかります。ファイルは、mkimg コマンドを実行したのと同じ場所に置かれます。
Mkimg コマンドの構文は次のとおりです。
Mkimg.cmd [/nover] source_directory destination_directory [image_name] 

	オプション
	アクション

	/nover
	サポート対象外の Windows PE イメージの作成を防止するバージョン チェックを無効化します。

	source_directory
	Windows プロダクト CD が挿入された CD-ROM の場所を指定します。Windows XP Home Edition を使用しないでください。source_directory が CD-ROM ドライブの場合は、ドライブ名のみを指定します。source_directory がネットワーク パスの場合、そのパスは、\i386 ディレクトリの親ディレクトリでなければなりません。 

注意 : source_directory の後ろにスラッシュを付けないでください。 

	destination_directory
	イメージを作成するために必要なファイルを一時的に保管する場所のパス。ディレクトリが存在していない場合は、Mkimg が作成します。

	image_name
	カスタム バージョンの Windows PE を格納する ISO イメージ ファイル (.iso) のパスとファイル名を指定します。 

この .iso ファイルを CD-ROM に書き込んで、起動可能な Windows PE CD を作成できます。
また、Oscdimg を使用して 64 ビット バージョンの Windows PE の .iso ファイルを作成すると、このバージョンの Windows PE をより詳細にカスタマイズできます。


重要
mkimg コマンドは、ローカル ディレクトリなど、自分が読み書きアクセス権を持つ場所から実行する必要があります。CD-ROM ドライブなどの読み取り専用デバイスからは mkimg コマンドを実行できません。
例
この例では、C:\Winpe.tmp と フロッピー ディスクを一時記憶域として使用して、ia64winpe.iso という ISO イメージを作成します。
C:\Build.ia64\Mkimg.cmd E: C:\Winpe.tmp C:\ia64winpe.iso

Netcfg

ネットワーク構成ツール (Netcfg) は、ネットワーク アクセスを構成するためのツールです。Windows をプレインストールする際には、Windows PE で実行されるスクリプト内で使用するのが一般的です。
注意
Windows PE からファイル サーバーへのネットワーク接続方法としては、TCP/IP および NetBIOS over TCP/IP のみがテスト済みです。IPX/SPX ネットワーク プロトコルといったその他の方法はサポートされていません。
より柔軟性を高めるため、既定バージョンの Startnet.cmd には、 factory - winpe でなく netcfg コマンドが含まれています。Startnet.cmd の詳細については、「カスタム バージョンの Windows PE の作成」を参照してください。
OEM に関連する Netcfg ツールの構文は、次のとおりです。
netcfg [-v] [-winpe] [-l path_to_component_inf] [-c {c | p | s}] [-i component_id]

	オプション
	アクション

	-v
	冗長モードを指定します。

	-winpe
	Windows Preinstallation Environment (Windows PE) での実行中に、TCP/IP、NetBIOS、および Microsoft ネットワーク クライアント (MSClient) をインストールします。

	-l path_to_component_inf
	.inf ファイルの完全なパスを指定します。

	-c
	インストールするコンポーネントのクラスを指定します。有効なオプションは、c、p、および s です。
c 
クライアント
p 
プロトコル
s 
サービス

	component_id
	.inf ファイルからインストールするネットワーク コンポーネントのコンポーネント ID を指定します。


例
このコマンド ラインは、C:\Oemdir\file.inf から MyProtocol というプロトコルをインストールします。
netcfg -l c:\oemdir\file.inf -c p -i MyProtocol
このコマンド ラインは、MS_Server サービスをインストールします。
netcfg -c s -i MS_Server
このコマンド ラインは、TCP/IP、NetBIOS、および MSClient を Windows PE にインストールします。
netcfg -v -winpe
その他の Netcfg コマンドライン オプション
その他の Netcfg オプションの構文は次のとおりです。
netcfg [-s {a | n}] [{-b | -q | -u} component_id]

	オプション
	アクション

	-s
	表示するコンポーネントの種類を指定します。有効なオプションは a および n です。 
a 
ネットワーク アダプタを表示します。 

n 
ネットワーク コンポーネントを表示します。 

	-b
	指定された component_id を含むバインディング パスを表示します。

	-q
	component_id で指定された特定のコンポーネントがインストールされているかどうか問い合わせます。

	-u
	component_id で指定された特定のコンポーネントをアンインストールします。

	component_id
	関連するコンポーネントのコンポーネント ID を指定します。


Oscdimg
これは、32 ビットまたは 64 ビット バージョンのカスタム Windows PE のイメージ (.iso) ファイルを作成する、OPK のコマンドライン ツールです。その後、その .iso ファイルを CD-ROM に書き込むことができます。
Oscdimg ツールの構文は次のとおりです。
oscdimg [-llabelname] [-tmm/dd/yyyy,hh:mm:ss [-g]] [-h] [-n] [-nt] [-blocation] [-x] [-o[i][s]] sourceroot [image_file]

	オプション
	アクション

	-llabelname
	ボリューム ラベルを指定します。l と labelname の間にスペースを入れないでください。 

例 : -lMYLABEL

	-tmm/dd/yyyy,hh:mm:ss
	すべてのファイルとディレクトリのタイム スタンプを指定します。どこにもスペースを入れないでください。米国の日付形式と、24 時間表示の時間形式を使用してください。項目の間には任意の区切り記号を使用できます。 

例 : -t12/31/2000,15:01:00

	-g
	ローカル タイムでなく、世界協定時刻を使用します。

	-h
	隠しファイルとディレクトリを含めます。

	-n
	長いファイル名の使用を許可します。

	-nt
	Windows NT 3.51 と互換性のある長いファイル名の使用を許可します。

	-blocation
	El Torito ブート セクタ ファイルの場所を指定します。どこにもスペースを入れないでください。 

例 : -bc:\directory\Etfsboot.com

	-x
	イメージの AutoCRC の値を計算し、エンコードします。

	-o
	重複したファイルを 1 度だけエンコードすることで、記憶域を最適化します。

	-oi
	重複したファイルを 1 度だけエンコードすることで、記憶域を最適化します。ファイルをコンパイルすると、ダイヤモンド圧縮タイム スタンプは無視されます。

	-os
	重複したファイルを 1 度だけエンコードすることで、記憶域を最適化します。イメージを作成する際に重複ファイルを表示します。

	-ois
	重複したファイルを 1 度だけエンコードすることで、記憶域を最適化します。ファイルをコンパイルすると、ダイヤモンド圧縮タイム スタンプは無視されます。イメージを作成する際に重複ファイルを表示します。

	sourceroot
	必須です。.iso イメージに構築したい Windows PE ファイルの場所を指定します。

	image_file
	Windows PE ファイルから作成したい .iso イメージ ファイルの名前を指定します。


Sys
Windows PE を使用して、Windows 95、Windows 98、および Windows Millennium Edition をプレインストールできます。この場合、ハード ディスクにこれらのオペレーティング システムに共通するブート セクタが必要です。これらのオペレーティング システムのブート セクタを作成するには、Sys.exe ユーティリティを使用します。
既定では、Sys は、Windows 95、Windows 98、および Windows Millennium Edition のブート セクタを作成します。Windows XP のブート セクタを作成するには、/xp オプションを使用してください。
Sys ツールの構文は次のとおりです。
sys [/xp] drive_letter

	オプション
	アクション

	/xp
	オプションです。Windows XP のブート セクタを作成します。

	drive_letter
	ブート セクタを作成するドライブのドライブ名を指定します。


Appendix B 必要なファイル参照
ADSNT.REG

Windows Registry Editor Version 5.00

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{250e91a0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}]

@="WinNT Namespace Object"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{250e91a0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}\InprocServer32]@="adsnt.dll"

"ThreadingModel"="Both"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{250e91a0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}\ProgID]

@="WinNTNamespace"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{250e91a0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}\TypeLib]

@="{97d25db0-0363-11cf-abc4-02608c9e7553}"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{250e91a0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}\Version]

@="0.0"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{66182EC4-AFD1-11d2-9CB9-0000F87A369E}]

@="WinNT System Info Object"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{66182EC4-AFD1-11d2-9CB9-0000F87A369E}\InprocServer32]

@="adsnt.dll" 
"ThreadingModel"="Both"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{66182EC4-AFD1-11d2-9CB9-0000F87A369E}\ProgID]

@="WinNTSystemInfo"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{66182EC4-AFD1-11d2-9CB9-0000F87A369E}\TypeLib]

@="{97d25db0-0363-11cf-abc4-02608c9e7553}"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{66182EC4-AFD1-11d2-9CB9-0000F87A369E}\Version]

@="0.0"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{8b20cd60-0f29-11cf-abc4-02608c9e7553}]

@="WinNT Provider Object"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{8b20cd60-0f29-11cf-abc4-02608c9e7553}\InprocServer32] @="adsnt.dll" 
"ThreadingModel"="Both"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{8b20cd60-0f29-11cf-abc4-02608c9e7553}\ProgID]

@="WinNT"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{8b20cd60-0f29-11cf-abc4-02608c9e7553}\TypeLib]

@="{97d25db0-0363-11cf-abc4-02608c9e7553}"

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{8b20cd60-0f29-11cf-abc4-02608c9e7553}\Version]

@="0.0"

[HKEY_CLASSES_ROOT\WinNT]

[HKEY_CLASSES_ROOT\WinNT\Clsid]@="{8b20cd60-0f29-11cf-abc4-02608c9e7553}"

[HKEY_CLASSES_ROOT\WinNTNamespace]

[HKEY_CLASSES_ROOT\WinNTNamespace\Clsid]@="{250e91a0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}"

[HKEY_CLASSES_ROOT\WinNTSystemInfo]

[HKEY_CLASSES_ROOT\WinNTSystemInfo\Clsid] @="{66182EC4-AFD1-11d2-9CB9-0000F87A369E}"

ADSIX86.INF

;

; Active Directory Installation Script

;

[Version]

Signature=$CHICAGO$

AdvancedINF=2.5,"You need a new version of advpack.dll"

;

; INF Entry Points

;

[DefaultInstall.NT]

CopyFiles = CopyInf, CopyADSI.NT

AddReg = Register.AddRegADSIOnly, RegADs, RegWinNT, RegLDAP, RegDSO, RegADOLicense, RegMSExt

[Remove_ADSIOnly]

DelFiles = CopyInf, DelADSI.NT

DelReg = UnRegister.DelRegADSIOnly,UnRegADs,UnRegWinNT,UnRegLDAP,UnRegDSO,UnRegADOLicense, UnRegMSExt

[Register.AddRegADSIOnly]

;Create entries for Maint Mode Setup

HKLM,%KEY_UNINSTALL%\ADSI,DisplayName,,"%ADSINT4_DESC%"

HKLM,%KEY_UNINSTALL%\ADSI,UninstallString,,"rundll32 advpack.dll,LaunchINFSection adsix86.inf,Remove_ADSIOnly,,N"

HKLM,%KEY_OPTIONAL%,"ADSI",,"ADSI"

HKLM,%KEY_OPTIONAL%\ADSI,INF,,"ADSIx86.inf"

HKLM,%KEY_OPTIONAL%\ADSI,Section,,"ADSINT4"

HKLM,%KEY_OPTIONAL%\ADSI,Installed,,"1"

[UnRegister.DelRegADSIOnly]

;Remove entries for Maint Mode Setup

HKLM,%KEY_UNINSTALL%\ADSI,DisplayName,,"%ADSINT4_DESC%"

HKLM,%KEY_UNINSTALL%\ADSI,UninstallString,,"rundll32 advpack.dll,LaunchINFSection ADSIx86.inf,Remove_ADSIOnly,,N"

HKLM,%KEY_UNINSTALL%\ADSI

HKLM,%KEY_OPTIONAL%,"ADSI"

HKLM,%KEY_OPTIONAL%\ADSI

[Optional Components]

RegADSIWithDsclient

[RegADSIWithDsclient]

CopyFiles = CopyInf, CopyADSI.NT

AddReg = RegADs, RegWinNT, RegLDAP, RegDSO, RegADOLicense, RegMSExt

[UnRegADSIWithDsclient]

DelFiles = CopyInf, DelADSI.NT

DelReg = UnRegADs,UnRegWinNT,UnRegLDAP,UnRegDSO,UnRegADOLicense, UnRegMSExt

;

; Destination Directories

;

[DestinationDirs]

CopyInf = 17

CopyADSI.NT = 11

[CommonFilesSection]

HKLM,SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion,"CommonFilesDir",,%24%\%OLEDBDIR%

[OLEDBDestination]

HKLM,SOFTWARE\Microsoft\ADs\OLEDB,InstallDir,,"%49011%\%OLEDBSUBDIR%"

[ADODestination]

HKLM,SOFTWARE\Microsoft\ADs\ADO,InstallDir,,"%49011%\%ADOSUBDIR%"

[CheckForDCOM95]

HKLM,SOFTWARE\Microsoft\OLE,EnableDCOM,,Y

,,,You are missing DCOM95 software required for the installation of this product!,

;

; File Sections

;

[CopyInf]

adsix86.inf

[CopyADSI.NT]

activeds.tlb,,,33

activeds.dll,,,33

adsnt.dll,,,33

adsldp.dll,,,33

adsldpc.dll,,,33

adsmsext.dll,,,33

wldap32.dll,,,33

[DelADSI.NT]

activeds.tlb,,,33

activeds.dll,,,33

adsnt.dll,,,33

adsldp.dll,,,33

adsldpc.dll,,,33

adsmsext.dll,,,33

;

; Registry Settings

;

[RegADs]

HKCR,ADsNamespaces\Clsid,,,"{233664b0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}"

HKCR,CLSID\{233664b0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553},,,"ADs Namespaces Object"

HKCR,CLSID\{233664b0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}\InprocServer32,,,"activeds.dll"

HKCR,CLSID\{233664b0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}\ProgID,,,"ADsNamespaces"

HKCR,CLSID\{233664b0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{233664b0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}\TypeLib,,,"{97d25db0-0363-11cf-abc4-02608c9e7553}"

HKCR,CLSID\{233664b0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}\Version,,,"0.0"

HKCR,ADs\Clsid,,,"{4753da60-5b71-11cf-b035-00aa006e0975}"

HKCR,CLSID\{4753da60-5b71-11cf-b035-00aa006e0975},,,"ADs Provider Object"

HKCR,CLSID\{4753da60-5b71-11cf-b035-00aa006e0975}\InprocServer32,,,"activeds.dll"

HKCR,CLSID\{4753da60-5b71-11cf-b035-00aa006e0975}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{4753da60-5b71-11cf-b035-00aa006e0975}\ProgID,,,"ADs"

HKCR,CLSID\{4753da60-5b71-11cf-b035-00aa006e0975}\TypeLib,,,"{97d25db0-0363-11cf-abc4-02608c9e7553}"

HKCR,CLSID\{4753da60-5b71-11cf-b035-00aa006e0975}\Version,,,"0.0"

HKCR,SecurityDescriptor\Clsid,,,"{b958f73c-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}"

HKCR,CLSID\{b958f73c-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503},,,"ADs Security Descriptor Object"

HKCR,CLSID\{b958f73c-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}\InprocServer32,,,"activeds.dll"

HKCR,CLSID\{b958f73c-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}\ProgID,,,"SecurityDescriptor"

HKCR,CLSID\{b958f73c-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{b958f73c-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}\TypeLib,,,"{97d25db0-0363-11cf-abc4-02608c9e7553}"

HKCR,CLSID\{b958f73c-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}\Version,,,"0.0"

HKCR,AccessControlList\Clsid,,,"{b85ea052-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}"

HKCR,CLSID\{b85ea052-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503},,,"ADs Access Control List Object"

HKCR,CLSID\{b85ea052-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}\InprocServer32,,,"activeds.dll"

HKCR,CLSID\{b85ea052-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}\ProgID,,,"AccessControlList"

HKCR,CLSID\{b85ea052-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{b85ea052-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}\TypeLib,,,"{97d25db0-0363-11cf-abc4-02608c9e7553}"

HKCR,CLSID\{b85ea052-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}\Version,,,"0.0"

HKCR,AccessControlEntry\Clsid,,,"{b75ac000-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}"

HKCR,CLSID\{b75ac000-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503},,,"ADs Access Control Entry Object"

HKCR,CLSID\{b75ac000-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}\InprocServer32,,,"activeds.dll"

HKCR,CLSID\{b75ac000-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}\ProgID,,,"AccessControlEntry"

HKCR,CLSID\{b75ac000-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{b75ac000-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}\TypeLib,,,"{97d25db0-0363-11cf-abc4-02608c9e7553}"

HKCR,CLSID\{b75ac000-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}\Version,,,"0.0"

HKCR,PropertyEntry\Clsid,,,"{72d3edc2-a4c4-11d0-8533-00c04fd8d503}"

HKCR,CLSID\{72d3edc2-a4c4-11d0-8533-00c04fd8d503},,,"ADs Property Entry Object"

HKCR,CLSID\{72d3edc2-a4c4-11d0-8533-00c04fd8d503}\InprocServer32,,,"activeds.dll"

HKCR,CLSID\{72d3edc2-a4c4-11d0-8533-00c04fd8d503}\ProgID,,,"PropertyEntry"

HKCR,CLSID\{72d3edc2-a4c4-11d0-8533-00c04fd8d503}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{72d3edc2-a4c4-11d0-8533-00c04fd8d503}\TypeLib,,,"{97d25db0-0363-11cf-abc4-02608c9e7553}"

HKCR,CLSID\{72d3edc2-a4c4-11d0-8533-00c04fd8d503}\Version,,,"0.0"

HKCR,PropertyValue\Clsid,,,"{7b9e38b0-a97c-11d0-8534-00c04fd8d503}"

HKCR,CLSID\{7b9e38b0-a97c-11d0-8534-00c04fd8d503},,,"ADs Property Value Object"

HKCR,CLSID\{7b9e38b0-a97c-11d0-8534-00c04fd8d503}\InprocServer32,,,"activeds.dll"

HKCR,CLSID\{7b9e38b0-a97c-11d0-8534-00c04fd8d503}\ProgID,,,"PropertyValue"

HKCR,CLSID\{7b9e38b0-a97c-11d0-8534-00c04fd8d503}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{7b9e38b0-a97c-11d0-8534-00c04fd8d503}\TypeLib,,,"{97d25db0-0363-11cf-abc4-02608c9e7553}"

HKCR,CLSID\{7b9e38b0-a97c-11d0-8534-00c04fd8d503}\Version,,,"0.0"

HKCR,Pathname\Clsid,,,"{080d0d78-f421-11d0-a36e-00c04fb950dc}"

HKCR,CLSID\{080d0d78-f421-11d0-a36e-00c04fb950dc},,,"ADs LDAP Pathname Descriptor Object"

HKCR,CLSID\{080d0d78-f421-11d0-a36e-00c04fb950dc}\InprocServer32,,,"adsldp.dll"

HKCR,CLSID\{080d0d78-f421-11d0-a36e-00c04fb950dc}\ProgID,,,"Pathname"

HKCR,CLSID\{080d0d78-f421-11d0-a36e-00c04fb950dc}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{080d0d78-f421-11d0-a36e-00c04fb950dc}\TypeLib,,,"{97d25db0-0363-11cf-abc4-02608c9e7553}"

HKCR,CLSID\{080d0d78-f421-11d0-a36e-00c04fb950dc}\Version,,,"0.0"

HKCR,NameTranslate\Clsid,,,"{274fae1f-3626-11d1-a3a4-00c04fb950dc}"

HKCR,CLSID\{274fae1f-3626-11d1-a3a4-00c04fb950dc},,,"ADs LDAP NameTranslate Object"

HKCR,CLSID\{274fae1f-3626-11d1-a3a4-00c04fb950dc}\InprocServer32,,,"adsldp.dll"

HKCR,CLSID\{274fae1f-3626-11d1-a3a4-00c04fb950dc}\ProgID,,,"NameTranslate"

HKCR,CLSID\{274fae1f-3626-11d1-a3a4-00c04fb950dc}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{274fae1f-3626-11d1-a3a4-00c04fb950dc}\TypeLib,,,"{97d25db0-0363-11cf-abc4-02608c9e7553}"

HKCR,CLSID\{274fae1f-3626-11d1-a3a4-00c04fb950dc}\Version,,,"0.0"

HKCR,LargeInteger\Clsid,,,"{927971f5-0939-11d1-8be1-00c04fd8d503}"

HKCR,CLSID\{927971f5-0939-11d1-8be1-00c04fd8d503},,,"ADs Large Integer Object"

HKCR,CLSID\{927971f5-0939-11d1-8be1-00c04fd8d503}\InprocServer32,,,"activeds.dll"

HKCR,CLSID\{927971f5-0939-11d1-8be1-00c04fd8d503}\ProgID,,,"LargeInteger"

HKCR,CLSID\{927971f5-0939-11d1-8be1-00c04fd8d503}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{927971f5-0939-11d1-8be1-00c04fd8d503}\TypeLib,,,"{97d25db0-0363-11cf-abc4-02608c9e7553}"

HKCR,CLSID\{927971f5-0939-11d1-8be1-00c04fd8d503}\Version,,,"0.0"

HKCR,DNWithString\Clsid,,,"{334857cc-f934-11d2-ba96-00c04fb6d0d1}"

HKCR,CLSID\{334857cc-f934-11d2-ba96-00c04fb6d0d1},,,"ADs DN With String Object"

HKCR,CLSID\{334857cc-f934-11d2-ba96-00c04fb6d0d1}\InprocServer32,,,"activeds.dll"

HKCR,CLSID\{334857cc-f934-11d2-ba96-00c04fb6d0d1}\ProgID,,,"DNWithString"

HKCR,CLSID\{334857cc-f934-11d2-ba96-00c04fb6d0d1}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{334857cc-f934-11d2-ba96-00c04fb6d0d1}\TypeLib,,,"{97d25db0-0363-11cf-abc4-02608c9e7553}"

HKCR,CLSID\{334857cc-f934-11d2-ba96-00c04fb6d0d1}\Version,,,"0.0"

HKCR,DNWithBinary\Clsid,,,"{7e99c0a3-f935-11d2-ba96-00c04fb6d0d1}"

HKCR,CLSID\{7e99c0a3-f935-11d2-ba96-00c04fb6d0d1},,,"ADs DN With Binary Object"

HKCR,CLSID\{7e99c0a3-f935-11d2-ba96-00c04fb6d0d1}\InprocServer32,,,"activeds.dll"

HKCR,CLSID\{7e99c0a3-f935-11d2-ba96-00c04fb6d0d1}\ProgID,,,"DNWithBinary"

HKCR,CLSID\{7e99c0a3-f935-11d2-ba96-00c04fb6d0d1}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{7e99c0a3-f935-11d2-ba96-00c04fb6d0d1}\TypeLib,,,"{97d25db0-0363-11cf-abc4-02608c9e7553}"

HKCR,CLSID\{7e99c0a3-f935-11d2-ba96-00c04fb6d0d1}\Version,,,"0.0"

HKCR,WinNTSystemInfo\Clsid,,,"{66182EC4-AFD1-11d2-9CB9-0000F87A369E}"

HKCR,CLSID\{66182EC4-AFD1-11d2-9CB9-0000F87A369E},,,"WinNT System Info Object"

HKCR,CLSID\{66182EC4-AFD1-11d2-9CB9-0000F87A369E}\InprocServer32,,,"adsnt.dll"

HKCR,CLSID\{66182EC4-AFD1-11d2-9CB9-0000F87A369E}\ProgID,,,"WinNTSystemInfo"

HKCR,CLSID\{66182EC4-AFD1-11d2-9CB9-0000F87A369E}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{66182EC4-AFD1-11d2-9CB9-0000F87A369E}\TypeLib,,,"{97d25db0-0363-11cf-abc4-02608c9e7553}"

HKCR,CLSID\{66182EC4-AFD1-11d2-9CB9-0000F87A369E}\Version,,,"0.0"

HKCR,TypeLib\{97d25db0-0363-11cf-abc4-02608c9e7553}\1.0,,,"Active DS Type Library"

HKCR,TypeLib\{97d25db0-0363-11cf-abc4-02608c9e7553}\1.0\0\win32,,,"%11%\activeds.tlb"

[UnRegADs]

HKCR,ADsNamespaces

HKCR,CLSID\{233664b0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}

HKCR,ADs

HKCR,CLSID\{4753da60-5b71-11cf-b035-00aa006e0975}

HKCR,SecurityDescriptor

HKCR,CLSID\{b958f73c-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}

HKCR,AccessControlList

HKCR,CLSID\{b85ea052-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}

HKCR,AccessControlEntry

HKCR,CLSID\{b75ac000-9bdd-11d0-852c-00c04fd8d503}

HKCR,PropertyEntry

HKCR,CLSID\{72d3edc2-a4c4-11d0-8533-00c04fd8d503}

HKCR,PropertyValue

HKCR,CLSID\{7b9e38b0-a97c-11d0-8534-00c04fd8d503}

HKCR,Pathname

HKCR,CLSID\{080d0d78-f421-11d0-a36e-00c04fb950dc}

HKCR,NameTranslate

HKCR,CLSID\{274fae1f-3626-11d1-a3a4-00c04fb950dc}

HKCR,LargeInteger

HKCR,CLSID\{927971f5-0939-11d1-8be1-00c04fd8d503}

HKCR,TypeLib\{97d25db0-0363-11cf-abc4-02608c9e7553}

[RegWinNT]

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\WinNT,,,"WinNTNamespace"

HKCR,WinNTNamespace\Clsid,,,"{250e91a0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}"

HKCR,CLSID\{250e91a0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553},,,"WinNT Namespace Object"

HKCR,CLSID\{250e91a0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}\InprocServer32,,,"adsnt.dll"

HKCR,CLSID\{250e91a0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{250e91a0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}\ProgID,,,"WinNTNamespace"

HKCR,CLSID\{250e91a0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}\TypeLib,,,"{0214d870-fd16-11ce-abc4-02608c9e7553}"

HKCR,CLSID\{250e91a0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}\Version,,,"0.0"

HKCR,WinNT\Clsid,,,"{8b20cd60-0f29-11cf-abc4-02608c9e7553}"

HKCR,CLSID\{8b20cd60-0f29-11cf-abc4-02608c9e7553},,,"WinNT Provider Object"

HKCR,CLSID\{8b20cd60-0f29-11cf-abc4-02608c9e7553}\InprocServer32,,,"adsnt.dll"

HKCR,CLSID\{8b20cd60-0f29-11cf-abc4-02608c9e7553}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{8b20cd60-0f29-11cf-abc4-02608c9e7553}\ProgID,,,"WinNT"

HKCR,CLSID\{8b20cd60-0f29-11cf-abc4-02608c9e7553}\TypeLib,,,"{0214d870-fd16-11ce-abc4-02608c9e7553}"

HKCR,CLSID\{8b20cd60-0f29-11cf-abc4-02608c9e7553}\Version,,,"0.0"

[UnRegWinNT]

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\WinNT

HKCR,WinNTNamespace

HKCR,CLSID\{250e91a0-0367-11cf-abc4-02608c9e7553}

HKCR,WinNT

HKCR,CLSID\{8b20cd60-0f29-11cf-abc4-02608c9e7553}

[RegLDAP]

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP,,,"LDAPNamespace"

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP,Aliases,,"GC"

HKCR,LDAPNamespace\Clsid,,,"{228D9A82-C302-11cf-9AA4-00AA004A5691}"

HKCR,CLSID\{228D9A82-C302-11cf-9AA4-00AA004A5691},,,"LDAP Namespace Object"

HKCR,CLSID\{228D9A82-C302-11cf-9AA4-00AA004A5691}\InprocServer32,,,"adsldp.dll"

HKCR,CLSID\{228d9a82-c302-11cf-9aa4-00aa004a5691}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{228D9A82-C302-11cf-9AA4-00AA004A5691}\ProgID,,,"LDAPNamespace"

HKCR,CLSID\{228D9A82-C302-11cf-9AA4-00AA004A5691}\TypeLib,,,"{228D9A80-C302-11cf-9AA4-00AA004A5691}"

HKCR,CLSID\{228D9A82-C302-11cf-9AA4-00AA004A5691}\Version,,,"0.0"

HKCR,GC\Clsid,,,"{228D9A81-C302-11cf-9AA4-00AA004A5691}"

HKCR,LDAP\Clsid,,,"{228D9A81-C302-11cf-9AA4-00AA004A5691}"

HKCR,CLSID\{228D9A81-C302-11cf-9AA4-00AA004A5691},,,"LDAP Provider Object"

HKCR,CLSID\{228D9A81-C302-11cf-9AA4-00AA004A5691}\InprocServer32,,,"adsldp.dll"

HKCR,CLSID\{228d9a81-c302-11cf-9aa4-00aa004a5691}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{228D9A81-C302-11cf-9AA4-00AA004A5691}\ProgID,,,"LDAP"

HKCR,CLSID\{228D9A81-C302-11cf-9AA4-00AA004A5691}\TypeLib,,,"{228D9A80-C302-11cf-9AA4-00AA004A5691}"

HKCR,CLSID\{228D9A81-C302-11cf-9AA4-00AA004A5691}\Version,,,"0.0"

[UnRegLDAP]

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP,,,"LDAPNamespace"

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP,Aliases,,"GC"

HKCR,LDAPNamespace

HKCR,CLSID\{228D9A82-C302-11cf-9AA4-00AA004A5691}

HKCR,GC

HKCR,LDAP

HKCR,CLSID\{228D9A81-C302-11cf-9AA4-00AA004A5691}

[RegDSO]

HKCR,ADsDSOObject,,,"OLE DB Provider for Microsoft Directory Services"

HKCR,ADsDSOObject\Clsid,,,"{549365d0-ec26-11cf-8310-00aa00b505db}"

HKCR,CLSID\{549365d0-ec26-11cf-8310-00aa00b505db},,,"ADsDSOObject"

HKCR,CLSID\{549365d0-ec26-11cf-8310-00aa00b505db}\ProgID,,,"ADsDSOObject"

HKCR,CLSID\{549365d0-ec26-11cf-8310-00aa00b505db}\InprocServer32,,,"activeds.dll"

HKCR,CLSID\{549365d0-ec26-11cf-8310-00aa00b505db}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{549365d0-ec26-11cf-8310-00aa00b505db}\"OLE DB Provider",,,"OLE DB Provider for Microsoft Directory Services"

[UnRegDSO]

HKCR,ADsDSOObject

HKCR,CLSID\{549365d0-ec26-11cf-8310-00aa00b505db}

[RegADOLicense]

HKCR,LICENSES\CEDD4F80-B43C-11cf-837C-00AA00573EDE,,,"gxwaezucfyqpwjgqbcmtsncuhwsnyhiohwxz"

[UnRegADOLicense]

HKCR,LICENSES\CEDD4F80-B43C-11cf-837C-00AA00573EDE,,,"gxwaezucfyqpwjgqbcmtsncuhwsnyhiohwxz"

[RegMSExt]

;

; User Extension

;

HKCR,MSExtUser\Clsid,,,"{4de7016c-5ef9-11d1-8c13-00c04fd8d503}"

HKCR,CLSID\{4de7016c-5ef9-11d1-8c13-00c04fd8d503},,,"Microsoft User Extension"

HKCR,CLSID\{4de7016c-5ef9-11d1-8c13-00c04fd8d503}\InprocServer32,,,"adsmsext.dll"

HKCR,CLSID\{4de7016c-5ef9-11d1-8c13-00c04fd8d503}\ProgID,,,"MSExtUser"

HKCR,CLSID\{4de7016c-5ef9-11d1-8c13-00c04fd8d503}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{4de7016c-5ef9-11d1-8c13-00c04fd8d503}\TypeLib,,,"{8d6b2714-5ef9-11d1-8c13-00c04fd8d503}"

HKCR,CLSID\{4de7016c-5ef9-11d1-8c13-00c04fd8d503}\Version,,,"0.0"

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP\Extensions\User\{4de7016c-5ef9-11d1-8c13-00c04fd8d503},Interfaces,0x00010000,"{3e37e320-17e2-11cf-abc4-02608c9e7553}"

;

; Computer extension same as user

;

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP\Extensions\Computer\{4de7016c-5ef9-11d1-8c13-00c04fd8d503},Interfaces,0x00010000,"{3e37e320-17e2-11cf-abc4-02608c9e7553}"

;

; Organization Extension

;

HKCR,MSExtOrganization\Clsid,,,"{dccc0bed-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503}"

HKCR,CLSID\{dccc0bed-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503},,,"Microsoft Organization Extension"

HKCR,CLSID\{dccc0bed-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503}\InprocServer32,,,"adsmsext.dll"

HKCR,CLSID\{dccc0bed-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503}\ProgID,,,"MSExtOrganization"

HKCR,CLSID\{dccc0bed-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{dccc0bed-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503}\TypeLib,,,"{8d6b2714-5ef9-11d1-8c13-00c04fd8d503}"

HKCR,CLSID\{dccc0bed-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503}\Version,,,"0.0"

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP\Extensions\Organization\{dccc0bed-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503},Interfaces,0x00010000,"{a1cd2dc6-effe-11cf-8abc-00c04fd8d503}"

;

; Organization Unit Extension

;

HKCR,MSExtOrganizationUnit\Clsid,,,"{fd8d3a5f-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503}"

HKCR,CLSID\{fd8d3a5f-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503},,,"Microsoft OrganizationUnit Extension"

HKCR,CLSID\{fd8d3a5f-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503}\InprocServer32,,,"adsmsext.dll"

HKCR,CLSID\{fd8d3a5f-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503}\ProgID,,,"MSExtOrganizationUnit"

HKCR,CLSID\{fd8d3a5f-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{fd8d3a5f-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503}\TypeLib,,,"{8d6b2714-5ef9-11d1-8c13-00c04fd8d503}"

HKCR,CLSID\{fd8d3a5f-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503}\Version,,,"0.0"

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP\Extensions\OrganizationalUnit\{fd8d3a5f-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503},Interfaces,0x00010000,"{a2f733b8-effe-11cf-8abc-00c04fd8d503}"

;

;  Locality Extension

;

HKCR,MSExtLocality\Clsid,,,"{2dfb3a35-6071-11d1-8c13-00c04fd8d503}"

HKCR,CLSID\{2dfb3a35-6071-11d1-8c13-00c04fd8d503},,,"Microsoft Locality Extension"

HKCR,CLSID\{2dfb3a35-6071-11d1-8c13-00c04fd8d503}\InprocServer32,,,"adsmsext.dll"

HKCR,CLSID\{2dfb3a35-6071-11d1-8c13-00c04fd8d503}\ProgID,,,"MSExtLocality"

HKCR,CLSID\{2dfb3a35-6071-11d1-8c13-00c04fd8d503}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{2dfb3a35-6071-11d1-8c13-00c04fd8d503}\TypeLib,,,"{8d6b2714-5ef9-11d1-8c13-00c04fd8d503}"

HKCR,CLSID\{2dfb3a35-6071-11d1-8c13-00c04fd8d503}\Version,,,"0.0"

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP\Extensions\Locality\{2dfb3a35-6071-11d1-8c13-00c04fd8d503},Interfaces,0x00010000,"{a05e03a2-effe-11cf-8abc-00c04fd8d503}"

;

;  PrintQueue Extension

;

HKCR,MSExtPrintQueue\Clsid,,,"{9f37f39c-6f49-11d1-8c18-00c04fd8d503}"

HKCR,CLSID\{9f37f39c-6f49-11d1-8c18-00c04fd8d503},,,"Microsoft PrintQueue Extension"

HKCR,CLSID\{9f37f39c-6f49-11d1-8c18-00c04fd8d503}\InprocServer32,,,"adsmsext.dll"

HKCR,CLSID\{9f37f39c-6f49-11d1-8c18-00c04fd8d503}\ProgID,,,"MSExtPrintQueue"

HKCR,CLSID\{9f37f39c-6f49-11d1-8c18-00c04fd8d503}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{9f37f39c-6f49-11d1-8c18-00c04fd8d503}\TypeLib,,,"{8d6b2714-5ef9-11d1-8c13-00c04fd8d503}"

HKCR,CLSID\{9f37f39c-6f49-11d1-8c18-00c04fd8d503}\Version,,,"0.0"

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP\Extensions\PrintQueue\{9f37f39c-6f49-11d1-8c18-00c04fd8d503},Interfaces,0x00010000,"{b15160d0-1226-11cf-a985-00aa006bc149}","{124be5c0-156e-11cf-a986-00aa006bc149}"

;

;  Group Extension

;

HKCR,MSExtGroup\Clsid,,,"{94a909a5-6f52-11d1-8c18-00c04fd8d503}"

HKCR,CLSID\{94a909a5-6f52-11d1-8c18-00c04fd8d503},,,"Microsoft Group Extension"

HKCR,CLSID\{94a909a5-6f52-11d1-8c18-00c04fd8d503}\InprocServer32,,,"adsmsext.dll"

HKCR,CLSID\{94a909a5-6f52-11d1-8c18-00c04fd8d503}\ProgID,,,"MSExtGroup"

HKCR,CLSID\{94a909a5-6f52-11d1-8c18-00c04fd8d503}\InprocServer32,ThreadingModel,,Both

HKCR,CLSID\{94a909a5-6f52-11d1-8c18-00c04fd8d503}\TypeLib,,,"{8d6b2714-5ef9-11d1-8c13-00c04fd8d503}"

HKCR,CLSID\{94a909a5-6f52-11d1-8c18-00c04fd8d503}\Version,,,"0.0"

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP\Extensions\Group\{94a909a5-6f52-11d1-8c18-00c04fd8d503},Interfaces,0x00010000,"{27636b00-410f-11cf-b1ff-02608c9e7553}"

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP\Extensions\localGroup\{94a909a5-6f52-11d1-8c18-00c04fd8d503},Interfaces,0x00010000,"{27636b00-410f-11cf-b1ff-02608c9e7553}"

[UnRegMSExt]

HKCR,MSExtUser

HKCR,CLSID\{4de7016c-5ef9-11d1-8c13-00c04fd8d503}

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP\Extensions\User\{4de7016c-5ef9-11d1-8c13-00c04fd8d503}

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP\Extensions\Computer\{4de7016c-5ef9-11d1-8c13-00c04fd8d503}

HKCR,MSExtOrganization

HKCR,CLSID\{dccc0bed-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503}

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP\Extensions\Organization\{dccc0bed-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503}

HKCR,MSExtOrganizationUnit

HKCR,CLSID\{fd8d3a5f-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503}

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP\Extensions\OrganizationalUnit\{fd8d3a5f-6066-11d1-8c13-00c04fd8d503}

HKCR,MSExtLocality

HKCR,CLSID\{2dfb3a35-6071-11d1-8c13-00c04fd8d503}

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP\Extensions\Locality\{2dfb3a35-6071-11d1-8c13-00c04fd8d503}

HKCR,MSExtPrintQueue

HKCR,CLSID\{9f37f39c-6f49-11d1-8c18-00c04fd8d503}

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP\Extensions\PrintQueue\{9f37f39c-6f49-11d1-8c18-00c04fd8d503}

HKCR,MSExtGroup

HKCR,CLSID\{94a909a5-6f52-11d1-8c18-00c04fd8d503}

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP\Extensions\Group\{94a909a5-6f52-11d1-8c18-00c04fd8d503}

HKLM,Software\Microsoft\ADs\Providers\LDAP\Extensions\localGroup\{94a909a5-6f52-11d1-8c18-00c04fd8d503}

;

; Disk Layout Information

;

[SourceDisksNames]

99 = %DiskName%,dstp.tag,0

[SourceDisksFiles]

adsix86.inf = 99

activeds.tlb = 99

activeds.dll = 99

adsnt.dll = 99

adsldp.dll = 99

adsldpc.dll = 99

adsmsext.dll = 99

wldap32.dll = 99

;

; Strings

;

[Strings]

;

; Localizable strings

;

ADSINT4_DESC = "Active Directory Service Interfaces (Remove only)"

;

;Start of non localizable strings

;

KEY_OPTIONAL       = "SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Setup\OptionalComponents"

KEY_UNINSTALL      = "SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Uninstall"

OLEDBDIR  = "Program Files\Common Files\System\OLE DB"

OLEDBSUBDIR    = "System\OLE DB"

ADODIR    = "Program Files\Common Files\System\ADO"

ADOSUBDIR    = "System\ADO"

DiskName = "Active Directory Service Interfaces Version 2.5 Beta 1 Installation Disk"

DispName = "Active Directory Service Interfaces Version 2.5 Beta 1"

まとめ
Windows PE は、Windows 2000、Windows XP、および Windows 2003 の展開を強力に支援する便利なツールです。IT スタッフは Windows PE を使用することで、ネットワーク接続可能な 32 ビット環境にアクセスでき、またディスク管理 (Diskpart.exe) といった豊富なコマンド ライン機能を使用できます。Windows PE は、回復ツールおよびサーバーとワークステーションのユーティリティという、2 つの役割を果たすことができます。   

必要に応じて、組織のニーズと需要に合わせて、Windows PE をカスタマイズできます。サードパーティ デバイス ドライバを含めたり、デバイスのサブセットだけを使用できるようにしてサイズを小さくしたりできます。WinPE の能力を最大限に活用することで、コストを大幅に削減でき、また Windows の展開と回復プロセスの信頼性を向上させることができます。  
.

関連リンク
詳細については、以下のリソースを参照してください
· http://www.microsoft.com/somewhere にあるホワイトペーパー。
その他の詳細情報
· Windows Server 2003 の詳細については、Windows Server 2003 Web サイト (http://www.microsoft.com/windowsserver2003) を参照してください。
